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　第103回国際ロータリー年次大会はタイ国バンコック市
で5月6日（日）から9日（水）まで開催された。倉吉ＲＣは本
年度ガバナーを輩出した関係上、清水幹事初め9人が私に
同行し、この大会に参加した。鳥取空港出発時から帰着時
までハップニングの連続、ハラハラドキドキの毎日であった
が全て円満解決したので、皆さん楽しい旅を満喫し、そし
て、お互いに良い旅の道づれであったようだ。
　最初の難関は本会議場と「友愛の家」に入場する為のＩＴ
化した通行手形をもらう事であった。結果的に登録受付に
思わぬ時間を費やしたので、初日の計画は全て白紙となっ
たが、午前中の本会議最後の約１時間は大会議場に滞在
できた。そして、各国の入場行進やその他セレモニー議事
の進行を見学し、これぞ国際大会だと体感する。私以外は
殆ど初めての参加の為皆さん感激していたようだ。
　公式プログラムに記載はなかったものの、タイ王室のプ
ミポン国王の名代としてチュラポーン王女殿下が開会式に
てご挨拶と開会宣言をされた。私たちは残念ながら入場を
許されず、王女ご退出後に入場が出来た。開催国の元首と
か象徴がご臨席されると、そこでの大会が何となく重みが
あるとの感を強くする。
　会場は縦約280ｍ×横約120ｍの実に広い、大きい空
間の構造、正面舞台まで行くのも大変で、カリアン・バネル
ジー氏の演説などは全て近くのスクリーンを見ているだ
け。よくぞタイがこんな大きな建造物を作ったものだなーと
感嘆した次第。なお、本大会登録者数は約150か国以上の
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33,104人、日本から3,654人とインド、タイに次いで３番目
の登録者数であり、我が地区からは50数名が参加した。
　国際大会の楽しみは「友愛の家」でのショッピング、諸外
国ロータリアンとの交流、食事、余興見学等などである。日
本から第2710,第2520地区、そして米山奨学会が各々ブー
スを持ち、得意とする文物を出展し、夫々の活躍ぶりを大勢
の人々に披露していた。我が地区お隣の第2710地区は広
島平和委員会をアッピールしていて、その活動ぶりを羨まし
く感じ、思わずエールを贈った次第。この会場も実に広大で
我々一行にも迷い子が出た始末。
　私の出身クラブ、倉吉ＲＣは幸運にも大会最終日、バネル
ジーＲＩ会長から会場壇上にて会長賞を授けるので、その
儀式に出席するようにと嬉しい通知が出発直前に届いてい
たが、私達の旅程上どうしても当日の出席は無理なので、結
果的には渡辺好政元ＲＩ理事に懇願し、倉吉ＲＣ会長に代
わってこの栄誉ある賞を受け取ってもらったのである。渡辺
先生、本当に有難うございました、衷心より御礼申し上げま
す。こんな不真面目なガバナーの私、同行してくれた大会参
加者、そして倉吉ＲＣ全会員は、我がクラブが世界の中で選
ばれた15ＲＣの内の一つである事に誇りを持ち、今後、益々
奉仕活動にまい進するものと確信します。
　さて、来年度国際大会はポルトガルのリスボンで開催予
定。日本人ＲＩ会長田中作次氏主管の大会であり、更に渡辺
好政元ＲＩ理事は世界中ロータリアンから選ばれた僅か６
人の年次大会委員会委員のお一人である。そんなわけで皆
さん、ふるって参加しようではありませんか。それでは、来年
６月末リスボンでお会いしましょう。

　２年間の助走期間を終え、ガバナーに就任したのはちょ
うど１年前の事であった。思い起こせば松江での地区協の
時、ノミニー就任挨拶で３段跳びのホップ・ステップ・ジャン
プを例にとり、地区会員の皆様の熱い声援を頂き、この身を
ロータリーに捧げ、少しでも記録を伸ばしたいと申し上げた
のを、今でも鮮明に覚えている。その最後のジャンプは今ま
さに終わろうとしているこの時、３年間の思い出は走馬灯
のように我が脳裏を駆け巡る。
　ガバナー・エレクトの後半に入り、まず国際協議会出席、
帰国後早速、地区チーム研修セミナー、ＰＥＴＳ、地区協等
次々と会議の連続。そして、あっという間にガバナー就任の
７月１日を迎えた。
　それからは私も地区役職員初めガバナー事務所スタッフ
もエンジンを全開し、酷暑をものともせず、地区内全67クラ
ブガバナー公式訪問を開始。どのクラブでも、ＲＩ会長カリ
アン・バネルジー氏のテーマ「心の中を見つめよう　博愛を
広げるために」を高く掲げ、私の地区スローガン「ロータ
リーは人をつくる」とロゴマークの「吾唯足知」を強調しなが
ら、ガバナー卓話をさせて頂いた。
　先ず、小林直前ガバナーに敬意を表し岡山西南ＲＣを
トップに選び、岡山県内クラブを中心に駆け巡る公式訪問
をスタート。我々の都合上、クラブによってはＡ，Ｂ方式どち
らかの採用をお願いし、一日で２クラブ訪問を実施させて
頂いた事も何回かある。一方、10月末倉吉での地区大会に
向けた我が実行委員会も本格的に始動し、公式訪問と同
時進行の形で計画を整え、大会の全貌を少しずつ明らかに
した。
　67クラブ公式訪問はどれ一つとっても私には忘れられな
いものばかり。各クラブから寄せられた有形無形のご配慮
は終生記憶に残るだろうし、毎回、ガバナー冥利を体感する
事が出来た。この場を借りて全クラブに衷心より深く感謝申
し上げたい。早朝の岸壁に私達を見送りに駆けつけた会
長・幹事さんと手を振りながら船上でのお別れ、ゴルフ場食
堂での例会終了後酷暑のなか１ラウンドのゴルフプレイ、
あるクラブ例会席上私の年度ロゴマークとして採用した「吾
唯足知」を描いた焼き物の蹲を頂くというハップニング、わ

ずか数人でも終始凛とした例会風景、百数十人の例会でも
談笑、会話に満ち溢れた和やかな食事風景等どれも１篇の
ストーリーとして私の記憶にいつまでも残ることでしょう。
　もう一つの嬉しい思い出は地区大会開会式に国際大会
を真似て11人のガバナー補佐と67人のクラブ会長入場行
進を実現した事でしょうか。各クラブ会長が壇上正面で手を
振ると会場の会員から大歓声が上がる場面は最高の雰囲
気でした。私は如何なる会も顧客満足度ならぬロータリア
ン満足度に腐心してきたので、何とも言えない満足感に
浸った。
　退任にあたり、研修リーダーとして欠点だらけの私を終始
辛抱強くご指導・ご鞭撻して下さった鳥居滋ＰＤＧを初めと
して当地区の全てのＰＤＧの皆様、ＧＥ，ＧＮ，そして11人
のガバナー補佐の皆様、更に当地区67全クラブとその会
長・会員の皆様に心から御礼を申しあげたい。そして、最も
忘れてならないのは、私をこころよく送り出してくれた倉吉
ＲＣと終始共にした井戸垣地区代表幹事初め地区役員・ス
タッフの皆様の力強いご支援の数々であろう。感謝しても感
謝しきれない、本当に有難う。
　多くの皆さんとこの一年間、貴重な一期一会の機会を持
たせて頂いた事に心からお礼を申し上げて退任のご挨拶と
したい。

ガバナー退任にあたって
国際ロータリー第2690地区ガバナー

伊 藤 文 利
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　伊藤ガバナー年度も終了しました。ノミニーから始ま
り、エレクト、ガバナー年度約2年半、地区のメンバーの
方々には大変お世話になりました。30数年前に一度倉
吉ＲＣもガバナー事務所を経験しましたが、現在の地区
事務所の情報量と比べると雲泥の差があり、ゼロからの
出発でした。この間葛尾ガバナー事務所、小林ガバナー
事務所の方々には友情あふれるご指導を頂きましたこと
を心から感謝申し上げます。
　伊藤ＧＥ年度早々第2690地区は地区夢計画のパイ
ロット地区に指定を受けました。小林事務所、伊藤事務
所とも財団研修セミナーの開催、ＶＴＴの問題と経験の
ない問題に取り組むことになり、鳥居ＰＧの指導を受け
ながら、地区財団委員会の方々の真摯な努力で、各ゾー
ンに先駆けてすばらしい成績を残して無事切り抜けるこ
とが出来ました。
　伊藤年度当初第2690地区の会員数は減少を重ね、
3000名を切りそうな段階まで進みました。各クラブ会
長の方々に地区目標として2名の増員をお願いしました
ところ、会長の陣頭指揮の下で備前ＲＣを始めとして、新
見ＲＣ、岡山南ＲＣで大幅な増員を頂き純増103名（4
月末現在）となりました。クラブの盛衰はやはり会員数
に大きく左右されます。会員数の増加は第2690地区
の今後の活動強化に大きく寄与するものと感謝してお
ります。
　財団寄付、米山記念奨学会への寄付も大きく前進し
ました。中でも渡辺・　原両ＰＧのレベル４、小林ＰＧ・
星島会員（倉敷RC）レベル2の大口寄付、橋本ＰＧの恒
久基金への寄付、その他年次寄付、ポリオ・プラス、ロ
ータリー東日本震災復興基金への寄付等、多数の方か
ら寄付を頂きました。　原ＰＧの超我の奉仕賞のご受賞
に深甚な敬意を表したいと思います。
　2011年3月11日の東日本大震災は、原発、津波災害

とともに大変な被害を日本列島にもたらしました。地区
内各クラブでは、ロータリー財団を通じての復興支援の
みならず各報道機関、等の復興支援寄付は総額約1億
といわれております。ロータリアンの温かい支援に感謝
申し上げます。
　2011年末から第2690地区では、南三陸町に生活不
活発病対策、子供たちの勉学支援のための図書室の機
能を持った建物の建設を、地区内各メンバーの方々の
ご理解と、岩手、宮城第2520地区、神奈川第2780地区
の各300万、東日本復興基金の500万のご援助を頂き
進めることになりました。諮問委員会の皆様のご理解を
頂きましたが、とりわけ渡辺ＰＧ、　原ＰＧ、鳥居Ｒ財団
委員長方々の陰陽に亘るご支援には、深く感謝しており
ます。
　私も今年でロータリー歴40年になりました。地区代
表幹事として各クラブの方々と親しくお付き合いさせて
いただきました。改めてロータリーは人材の宝庫であり、
良心の充満した方々の集団であることを再確認しまし
た。どうか若いメンバーの方々、このロータリーで多くの
知己を得、友情の輪を広げていただきたいと思います。
地区の役員を恐れずに経験し、友情の輪を広げていた
だきたいと思います。自己の成長は素晴らしい人々との
交流で始まります。ロータリーは自己成長のためのクラ
ブです。皆様の今後のご活躍を祈念しております。

退任あいさつ

地区代表幹事

井戸垣 澈男

地区代表幹事退任あいさつ

　Ｇ補佐在任中の皆様方のご支援ご厚
情に厚く御礼申し上げます。日和見ロータ
リアンを自認する私ですので無理無く普
段着のままに振舞う事を心掛けました。
Ｇ補佐に成っても特別なロータリアンに
変身出来る訳でも無く、付焼刃で模範的
ロータリアンを演じた所で化けの皮は直
ぐ剝がれるのですから。それでも数次に
亘る研修でＰＧ、地区幹事の皆様の懇切
丁寧なご指導と上手なお世辞を頂く間に
それなりに様に成って行くから不思議で
す。

　私の功績は「誰でも出来るＧ補佐」を実
践した事です。是程の反復的講義を受け
ロータリーを刷り込まれますと、余程で無
ければ触り位は身に付きます。北朝鮮の
マインドコントロールと同じです。後は恰
好を付けてＧ方針の請け売りを成し、不
足は度胸と厚かましさでカバーして一人
前のＧ補佐の出来上りです。ロータリアン
諸兄は私を真似てＧ補佐就任要請の際
には、自信と誇りと虚勢を持って進んでお
受け頂かん事を熱望致します。

第1グループ

谷 口 譲 二
（鳥取ＲＣ）

たに　　ぐち　  じょう　　じ

第2グループ

酒 井 　 英
（境港ＲＣ）

さか　　 い　　　　　　   えい

　ガバナー補佐を退任するにあたり一言
お礼を申し上げます。ガバナー補佐と云う
大役を仰せつかり、身の引き締まる思い
で1年10ヶ月を過ごして参りました、その
間親しくご指導戴いた伊藤ガバナー、井
戸垣代表幹事、並びにパスト・ガバナーの
皆様方に感謝を申し上げます。
　振り返ってみますと年度当初より、いき
なり東日本大震災復興支援プロジェクト
の発表に始まり、タイ水害義援金、和歌山
県、奈良県を襲った台風12号災害義援
金、又地区ガバナー事務所固定化計画へ

の対応等々、その都度グループ内5クラブ
の会長幹事様には、積極的な協力を戴き
ました事に有難く感謝を申し上げます。
　各RCのクラブ協議会への出席に始ま
り、地区大会、IM、周年式典などの行事に
出席する機会を戴きました。この間、関係
者の皆様から戴いたご厚情にこの場を借
り厚くお礼申し上げます。
　最後にロータリーの益々の発展と会員
の皆様のご健勝を祈念し、退任の挨拶と
いたします。

第3グループ

物 部 宏太郎
（松江東ＲＣ）

もの　　  べ　　  こう　 た　 ろう

ガバナー補佐退任あいさつ

　ロータリーとは役職を要請されたら断ることはしない
というのが本来の姿ですが、ガバナー補佐に関しまして
は、悩み抜きました。受けるに当たり、とまどいと緊張の
連続でしたが、始まってみますと、伊藤ガバナーをはじ
め、井戸垣地区代表幹事ほか多くの皆さまの頑丈で大
きくて温かい神輿にのせていただきました。
　昨年の７月から各クラブを訪問させていただきまし
た。各クラブとも、ロータリーを前向きにとらえ、常に前
進することに対して情熱を向けている姿に感動いたし
ました。又、伊藤ガバナーの重要課題の会員増強に対
し、全クラブが見事に答えてもらいました。夢計画も順調
に取り組んでおられます。親睦も事業も各サークル活動
も活発に機能しています。より一層前進したいものです。
　合同ＩＭは、境港市民会館で強風吹き荒れる中、多数

のご出席を頂き、小泉八雲の曾孫で島根県立大学教授
小泉凡氏の「文化資源を生かす『異界』について」の講
演と明治大学教授 吉田悦志氏の「日本海文化と大学
史」の講演の２題で親睦と研修ができましたことにお礼
申し上げます。又、境港ＲＣ創立50周年記念式典では厳
粛な式典、華やかな懇親会にもガバナー、代表幹事、各
ＲＣ会長、幹事様にご出席いただきありがとうございま
した。
　足掛け３年、色々な経験をさせていただきましたが、
これからのロータリー活動の中で大いに役立てたいと
思います。
　最後になりましたが、第２グループの皆様には一年間
のご支援、誠に有難うございました。厚くお礼申し上げ、
退任のご挨拶とさせていただきます。
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　伊藤ガバナー年度も終了しました。ノミニーから始ま
り、エレクト、ガバナー年度約2年半、地区のメンバーの
方々には大変お世話になりました。30数年前に一度倉
吉ＲＣもガバナー事務所を経験しましたが、現在の地区
事務所の情報量と比べると雲泥の差があり、ゼロからの
出発でした。この間葛尾ガバナー事務所、小林ガバナー
事務所の方々には友情あふれるご指導を頂きましたこと
を心から感謝申し上げます。
　伊藤ＧＥ年度早々第2690地区は地区夢計画のパイ
ロット地区に指定を受けました。小林事務所、伊藤事務
所とも財団研修セミナーの開催、ＶＴＴの問題と経験の
ない問題に取り組むことになり、鳥居ＰＧの指導を受け
ながら、地区財団委員会の方々の真摯な努力で、各ゾー
ンに先駆けてすばらしい成績を残して無事切り抜けるこ
とが出来ました。
　伊藤年度当初第2690地区の会員数は減少を重ね、
3000名を切りそうな段階まで進みました。各クラブ会
長の方々に地区目標として2名の増員をお願いしました
ところ、会長の陣頭指揮の下で備前ＲＣを始めとして、新
見ＲＣ、岡山南ＲＣで大幅な増員を頂き純増103名（4
月末現在）となりました。クラブの盛衰はやはり会員数
に大きく左右されます。会員数の増加は第2690地区
の今後の活動強化に大きく寄与するものと感謝してお
ります。
　財団寄付、米山記念奨学会への寄付も大きく前進し
ました。中でも渡辺・　原両ＰＧのレベル４、小林ＰＧ・
星島会員（倉敷RC）レベル2の大口寄付、橋本ＰＧの恒
久基金への寄付、その他年次寄付、ポリオ・プラス、ロ
ータリー東日本震災復興基金への寄付等、多数の方か
ら寄付を頂きました。　原ＰＧの超我の奉仕賞のご受賞
に深甚な敬意を表したいと思います。
　2011年3月11日の東日本大震災は、原発、津波災害

とともに大変な被害を日本列島にもたらしました。地区
内各クラブでは、ロータリー財団を通じての復興支援の
みならず各報道機関、等の復興支援寄付は総額約1億
といわれております。ロータリアンの温かい支援に感謝
申し上げます。
　2011年末から第2690地区では、南三陸町に生活不
活発病対策、子供たちの勉学支援のための図書室の機
能を持った建物の建設を、地区内各メンバーの方々の
ご理解と、岩手、宮城第2520地区、神奈川第2780地区
の各300万、東日本復興基金の500万のご援助を頂き
進めることになりました。諮問委員会の皆様のご理解を
頂きましたが、とりわけ渡辺ＰＧ、　原ＰＧ、鳥居Ｒ財団
委員長方々の陰陽に亘るご支援には、深く感謝しており
ます。
　私も今年でロータリー歴40年になりました。地区代
表幹事として各クラブの方々と親しくお付き合いさせて
いただきました。改めてロータリーは人材の宝庫であり、
良心の充満した方々の集団であることを再確認しまし
た。どうか若いメンバーの方々、このロータリーで多くの
知己を得、友情の輪を広げていただきたいと思います。
地区の役員を恐れずに経験し、友情の輪を広げていた
だきたいと思います。自己の成長は素晴らしい人々との
交流で始まります。ロータリーは自己成長のためのクラ
ブです。皆様の今後のご活躍を祈念しております。

退任あいさつ

地区代表幹事

井戸垣 澈男

地区代表幹事退任あいさつ

　Ｇ補佐在任中の皆様方のご支援ご厚
情に厚く御礼申し上げます。日和見ロータ
リアンを自認する私ですので無理無く普
段着のままに振舞う事を心掛けました。
Ｇ補佐に成っても特別なロータリアンに
変身出来る訳でも無く、付焼刃で模範的
ロータリアンを演じた所で化けの皮は直
ぐ剝がれるのですから。それでも数次に
亘る研修でＰＧ、地区幹事の皆様の懇切
丁寧なご指導と上手なお世辞を頂く間に
それなりに様に成って行くから不思議で
す。

　私の功績は「誰でも出来るＧ補佐」を実
践した事です。是程の反復的講義を受け
ロータリーを刷り込まれますと、余程で無
ければ触り位は身に付きます。北朝鮮の
マインドコントロールと同じです。後は恰
好を付けてＧ方針の請け売りを成し、不
足は度胸と厚かましさでカバーして一人
前のＧ補佐の出来上りです。ロータリアン
諸兄は私を真似てＧ補佐就任要請の際
には、自信と誇りと虚勢を持って進んでお
受け頂かん事を熱望致します。

第1グループ

谷 口 譲 二
（鳥取ＲＣ）

たに　　ぐち　  じょう　　じ

第2グループ

酒 井 　 英
（境港ＲＣ）

さか　　 い　　　　　　   えい

　ガバナー補佐を退任するにあたり一言
お礼を申し上げます。ガバナー補佐と云う
大役を仰せつかり、身の引き締まる思い
で1年10ヶ月を過ごして参りました、その
間親しくご指導戴いた伊藤ガバナー、井
戸垣代表幹事、並びにパスト・ガバナーの
皆様方に感謝を申し上げます。
　振り返ってみますと年度当初より、いき
なり東日本大震災復興支援プロジェクト
の発表に始まり、タイ水害義援金、和歌山
県、奈良県を襲った台風12号災害義援
金、又地区ガバナー事務所固定化計画へ

の対応等々、その都度グループ内5クラブ
の会長幹事様には、積極的な協力を戴き
ました事に有難く感謝を申し上げます。
　各RCのクラブ協議会への出席に始ま
り、地区大会、IM、周年式典などの行事に
出席する機会を戴きました。この間、関係
者の皆様から戴いたご厚情にこの場を借
り厚くお礼申し上げます。
　最後にロータリーの益々の発展と会員
の皆様のご健勝を祈念し、退任の挨拶と
いたします。

第3グループ

物 部 宏太郎
（松江東ＲＣ）

もの　　  べ　　  こう　 た　 ろう

ガバナー補佐退任あいさつ

　ロータリーとは役職を要請されたら断ることはしない
というのが本来の姿ですが、ガバナー補佐に関しまして
は、悩み抜きました。受けるに当たり、とまどいと緊張の
連続でしたが、始まってみますと、伊藤ガバナーをはじ
め、井戸垣地区代表幹事ほか多くの皆さまの頑丈で大
きくて温かい神輿にのせていただきました。
　昨年の７月から各クラブを訪問させていただきまし
た。各クラブとも、ロータリーを前向きにとらえ、常に前
進することに対して情熱を向けている姿に感動いたし
ました。又、伊藤ガバナーの重要課題の会員増強に対
し、全クラブが見事に答えてもらいました。夢計画も順調
に取り組んでおられます。親睦も事業も各サークル活動
も活発に機能しています。より一層前進したいものです。
　合同ＩＭは、境港市民会館で強風吹き荒れる中、多数

のご出席を頂き、小泉八雲の曾孫で島根県立大学教授
小泉凡氏の「文化資源を生かす『異界』について」の講
演と明治大学教授 吉田悦志氏の「日本海文化と大学
史」の講演の２題で親睦と研修ができましたことにお礼
申し上げます。又、境港ＲＣ創立50周年記念式典では厳
粛な式典、華やかな懇親会にもガバナー、代表幹事、各
ＲＣ会長、幹事様にご出席いただきありがとうございま
した。
　足掛け３年、色々な経験をさせていただきましたが、
これからのロータリー活動の中で大いに役立てたいと
思います。
　最後になりましたが、第２グループの皆様には一年間
のご支援、誠に有難うございました。厚くお礼申し上げ、
退任のご挨拶とさせていただきます。
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　素晴らしく、思い出に残る1年でした。二度と経
験することのない数多くの出来事は、私の人生に
貴重な財産として残りました。伊藤文利ガバナー
の温厚な人柄に接し、また井戸垣澈男地区代表
幹事、各パスト・ガバナー、さらに地区役員の皆
様に出会いご指導戴きありがとうございました。
　振り返ってみますと、ガバナー補佐会、PETS、
地区協議会、地区大会、ＩＭ、第４グループ内の
会長幹事会、各クラブ協議会、例会訪問、周年行
事に参加させて頂き、多くのことを学ぶことが出
来ました。第４グループ内５RCをクラブ協議会、
又例会訪問を致しましたが、それぞれのクラブが
伝統と特徴をもった年次計画を立てて取組み立
派に実行し果されました事に敬意を表します。

　第３・第４・第５グループ合同のＩＭは、ホスト
クラブに益田RC、コ・ホストクラブに益田西RC、
江津RC、浜田RC、大田RCで開催されました。基
調講演は、「『ＣＬＰについて』ロータリーの未来
にむかって」と題して、伊藤文利ガバナーのお話、
そして、パネルディスカッション「ＣＬＰについて
考える」と３人のパネリストの発表と意見交換で
有意義な会となり、その後の懇親会は、オール島
根、県内15クラブ懇親の場となり友情を深めな
がら楽しいひとときを過ごしました。
　最後に第４グループ内各クラブのご発展と
ロータリアン各位のご健勝を心よりお祈り申し上
げて、退任の挨拶とさせて頂きます。

　第６グループガバナー補佐退任にあた
り、ご挨拶申し上げます。一昨年の次期ガ
バナー補佐会より、2年間玉島～倉吉間
を約2時間かけて行った事が今では楽し
い思い出となっています。伊藤ガバナー、
井戸垣地区代表幹事の熱意あるご指導
を受け、無事、職務を終える事が出来まし
たことを、心より感謝いたします。
　又、第6グループにおいては、クラブ訪
問の日程、調整でご迷惑をかけました。私
の勉強不足で充分な指導が出来なかっ
たにもかかわらず温かい心遣いで、歓迎

して下さった事を心より感謝致します。
　ＩＭにつきましては、伊藤ガバナー、井
戸垣地区代表幹事、森下パスト・ガバナー
をはじめ第6グループ全員のご協力のも
と、有意義な勉強会、交流が出来たと思い
ます。
　第6グループ　倉吉ロータリークラブの
みなさまには感謝の気持ちでいっぱいで
す。1年間本当にありがとうございました。

ガバナー補佐退任あいさつ

　クラブ訪問に際しては、各クラブともに温
かく迎えてくださり感謝しております。多くの
ロータリアンとのふれあいと、多くのロータ
リークラブの活動を見せていただいたこと
から、様々な勉強をさせていただきました。
　地理的な条件、クラブの様々な事情、会
員の思いそれぞれに複雑な事が絡み合っ
て、その中から知恵を出し合ってそのクラブ
なりの活動がなされていること。感心した
り、感動したりさせられました。とくに、この地
区はほとんどのクラブが小規模のクラブで
すのでどのクラブともに会員増強に関して
は大変関心が強い思いを持っておられます

ことを共感させていただきました。
　小規模クラブでは何と言っても会員増強
は第１の大きな課題であります。この課題
が少しでも成果があげられるよう共に頑
張ってまいりたいものです。
　また、このグループは横幅が広く距離が
長いため、グループ内各クラブの交流がほ
とんどありませんでした。その第一歩として
交流会を持たせていただきましたが、今後
共により一層の交流が深められます様念じ
てやみません。　　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　　　　　　合　掌

第 5グループ

須 山 羚 治
（益田西ＲＣ）

す　　 やま　　れい　　  じ

第 4グループ

那 須 康 弘
（出雲ＲＣ）

な　　　す　　  やす　   ひろ

第 6グループ

宮 尾 俊 行
（玉島ＲＣ）

みや　　 お　　  とし　　ゆき

　伊藤ガバナーからガバナー補佐を拝命
して一年間ですが、あっと言う間の一年間
でした。まずは、倉吉での会員増強・財団
セミナーでお話させていただいた他、福
岡での第3ゾーン・コーディネーターセミ
ナーに参加し、会員増強についてのお話
を聞き、その後の懇親会で他地区の多く
のパスト・ガバナーやガバナー・エレクト
などベテランのロータリアンとお話が出
来、さらに、大阪での財団セミナーにも参
加してロータリアンとして多くの知識を得
たことは、ガバナー補佐としてとても光栄

でうれしいことでありました。こう言う素晴
らしい体験をさせていただき、これらの知
識を各クラブにお伝えしたいと思いなが
ら、本当に公私ともに超多忙で、なかなか
全クラブを回りこなせなかったのが唯一
の反省点です。これらの貴重な体験をさ
せていただいた伊藤ガバナーに心から感
謝しますとともに、お世話になった関係各
位にあらためて感謝の意を表して筆を置
きたいと思います。

　所属クラブの推挙を受け、ガバナー補佐
を務めさせて頂いた、この1年と9ヶ月は、
私にとって 二度と経験することのない数々
の出来事、多数の人との出会いは、大変貴
重な期間であり、素晴らしい体験の連続で
あったと喜んでおります。
　しかし乍ら 身の丈以上の任務は、第9グ
ループの皆様には、至ってお役に立てず、
今更ながら 恥じ入る想いを痛感しておりま
す。ただ皆様から頂いた、温かい励ましや
ご支援を忘れることは出来ません。
　悲しいことにも幾たびか接し、まさに痛恨
の極みでした、私自身 同居の義父（9月）

義母（11月）の死に直面した年でもあり、
振り返れば、家族の協力と理解がなければ
任務を全うする事は出来なかったと思って
おります。
　最後になりましたが、伊藤文利ガバナー、
井戸垣 澈男地区代表幹事、他地区役員の
皆様、I Mで大変お世話になった、第8グ
ループ 脇ガバナー補佐、森本IM実行委員
長はじめ津山ロータリークラブの皆様、第9
グループ 各クラブの会長・幹事 会員の皆
様に心から感謝とお礼を申し上げます。
　今後とも一層のご指導ご鞭撻をお願い
し、お礼の言葉とさせて頂きます。

ガバナー補佐退任あいさつ

　まず初めに、第８グループのガバナー
補佐としての任期終了をむかえ、皆様に
感謝し、至らぬ事 お詫び申し上げます。ガ
バナー補佐としての1年間は、私にとって
改めてロータリーを考えるよい機会となり
ました。
　クラブ協議会では、どのクラブでもロー
タリーの目標を目指して努力されておら
れることを実感いたしました。なかでも想
定外でしたが、地域を越えて新しいロー
タリーの楽しい友との出逢いとなりまし
た。これを本来のロータリーの醍醐味だと

感激しております。
　ＩＭの開催においても、皆様のご協力
のおかげで無事終える事が出来ました。
講演会のお話の中、「日本人の留学生の
減少」が語られましたが、今後の我々の活
動の課題として、よい勉強になったと思い
ます。
　終わりになりましたが改めて、伊藤ガバ
ナー、井戸垣地区代表幹事、ガバナー事
務所の皆様、地区役員、第8グループのク
ラブ会長、幹事各位のご指導ご支援に深
く感謝申し上げます。

第 9グループ

小 林 眞 一
（赤磐ＲＣ）

こば　　やし　　しん　　いち

第 8グループ

脇 　 利 幸
（津山ＲＣ）

わき　　　　　　 とし　　ゆき

第 7グループ

道 明 道 弘
（倉敷中央ＲＣ）

どう　  みょう　  みち　　ひろ
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委員長退任あいさつ

第４回 ガバナー補佐会 報告

　一昨年、2010年９月に第１回次期ガバナー
補佐会から約１年と10カ月、地区の皆様、倉吉
RCの皆様、担当グループの会員の皆様、大変お
世話になりました。
　その間、地区の会長研修セミナーではグルー
プ・ディスカッションの副リーダーを担当させて
いただいたり、地区協議会では部門別協議会の
ロータリー財団部門のリーダーを仰せつかり、一
生懸命資料を作成したり勉強させていただいて、
少しはRIの事とか全体の事がわかって来たよう
な気がします。
　またIMでは、６月頃から、岡山岡南RCさんと
一緒に実行委員会を立ち上げ、１月29日の本
番当日まで、議論を重ね準備をしてきました。講

師には鶴岡RCの藤川亨胤先生を迎える事がで
き、「私が歩みし職業奉仕」という題で１時間半
にわたって感動的なお話をお聞かせいただきま
した。そして、職業倫理に光を当てたいというこ
とで四つのテストに焦点を当て、各クラブの協力
のもと、パネル・ディスカッションを行いました。
　また、懇親会を少し質素にさせていただいて
会費の一部を東北地方の第2520岩手宮城地区
に送らせていただきました。岩手県山田町の「鎮
魂と希望の鐘」プロジェクトで今年の３月11日
に除幕式を行い、鐘を鳴らすことが出来ました。
　本当に皆様にお世話になり、任期を全うする
ことが出来ました。ありがとうございました。

ガバナー補佐退任あいさつ

　伊藤文利ガバナーのご指導の下で、ガバナー
補佐を無事務めることが出来、今は充実した気
持ちでいっぱいです。
　グループ内の会長、幹事、会員の皆様にはクラ
ブ協議会への訪問に始まり、例会・クラブ協議会
への出席等、お忙しい中ご協力頂き誠にありが
とう御座いました。各クラブの皆様方の温かいお
心使いに感謝申し上げます。また貴重な体験を
させていただいたことにも重ねてお礼申し上げ
ます。
　1月29日地区内で最初に開催致しました、第
10・第11グループ合同のIMでは、「四つのテス
ト」をテーマに「職業奉仕」に関するパネルディ

スカッション又藤川享胤先生に特別講演をお
願いし、感動の中盛会に閉会することが出来まし
た。岡山北ロータリークラブ・岡山岡南ロータ
リークラブの皆様には、周到な準備とスムーズな
進行をして頂き、心よりお礼申し上げます。又、後
日ＩMの記念誌を頂きました。出来栄えの良さに
とても感動致しました。
　今回の貴重な体験を今後のロータリー活動に
生かして参りたいと思います。
　倉吉でのガバナー事務所の皆様、10名のガバ
ナー補佐の皆様との出会い、そして多くの方々と
の楽しい交流の時間を過ごすことが出来ました
事に感謝を申し上げます。

第 10 グループ

大 塚 雅 司
（岡山北ＲＣ）

おお　　つか　　まさ　　  し

第 11 グループ

井 上 　元
（岡山岡南ＲＣ）

いの　   うえ　 　　　はじめ

日　時：2012年６月９日（土）16：00～17：00
場　所：倉吉シティホテル ４階 レモンバーム

（1）2011-2012 年度　ＲＩ各賞への応募状況について
（2）東日本震災復興支援プロジェクトについて（経過報告）
（3） ＲＩ国際大会（バンコック）報告

（4）ロータリーカードについて
（5） ＩＭ実施結果報告
（6）その他

新地区補助金小委員会委員長　　小林　健治

2年目の新地区補助金プロジェクト、37件を実施させていただきました。
補助金715万円を使って、総額1,699万円で、地区で良いことをすることが出来ました。
関係者の皆さんに深く感謝を致します。ありがとうございました。

会員増強･職業分類委員会委員長　　杉島　篤美

地区委員　皆様のご協力により委員長として責務を終える事が出来ました。
会員増強はRCの最大のテーマです。ともに頑張って行きましょう。
ありがとうございました。　

職業奉仕委員会委員長　　山崎　一彰

「スリーピング状態の地区職業奉仕委員会を必ず開催してほしい！」と就任直後の伊藤ガバナー直々の
言葉が頭の片隅から離れることなく悩みましたが、記念？すべき委員会開催が倉吉の地で実現し、ホッ
としています。　

新世代奉仕委員会委員長　　明島　淳吾

地区委員の皆様のご尽力、関連する委員会の皆様のお陰様で、委員長の重責を果たせました。
皆様のご協力に心よりお礼申し上げます。

インターアクト委員会委員長　　齋木　憲久

この１年間、貴重な経験をさせていただきました。
インターアクトの関係者の皆様には大変お世話になりましたこと心から感謝申し上げます。

ローターアクト委員会委員長　　平　　守

地区ＲＡ担当委員長として地区ローターアクト代表との関係を密にし、ガバナー事務所との風通しを良
くして意思疎通の改善を計りました。委員会としては年二回で終わり心残りではありますが、問題提議
をし、次年度に申し送りいたしました。
委員会の皆様のご協力に感謝申し上げます。
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委員長退任あいさつ

第４回 ガバナー補佐会 報告

　一昨年、2010年９月に第１回次期ガバナー
補佐会から約１年と10カ月、地区の皆様、倉吉
RCの皆様、担当グループの会員の皆様、大変お
世話になりました。
　その間、地区の会長研修セミナーではグルー
プ・ディスカッションの副リーダーを担当させて
いただいたり、地区協議会では部門別協議会の
ロータリー財団部門のリーダーを仰せつかり、一
生懸命資料を作成したり勉強させていただいて、
少しはRIの事とか全体の事がわかって来たよう
な気がします。
　またIMでは、６月頃から、岡山岡南RCさんと
一緒に実行委員会を立ち上げ、１月29日の本
番当日まで、議論を重ね準備をしてきました。講

師には鶴岡RCの藤川亨胤先生を迎える事がで
き、「私が歩みし職業奉仕」という題で１時間半
にわたって感動的なお話をお聞かせいただきま
した。そして、職業倫理に光を当てたいというこ
とで四つのテストに焦点を当て、各クラブの協力
のもと、パネル・ディスカッションを行いました。
　また、懇親会を少し質素にさせていただいて
会費の一部を東北地方の第2520岩手宮城地区
に送らせていただきました。岩手県山田町の「鎮
魂と希望の鐘」プロジェクトで今年の３月11日
に除幕式を行い、鐘を鳴らすことが出来ました。
　本当に皆様にお世話になり、任期を全うする
ことが出来ました。ありがとうございました。

ガバナー補佐退任あいさつ

　伊藤文利ガバナーのご指導の下で、ガバナー
補佐を無事務めることが出来、今は充実した気
持ちでいっぱいです。
　グループ内の会長、幹事、会員の皆様にはクラ
ブ協議会への訪問に始まり、例会・クラブ協議会
への出席等、お忙しい中ご協力頂き誠にありが
とう御座いました。各クラブの皆様方の温かいお
心使いに感謝申し上げます。また貴重な体験を
させていただいたことにも重ねてお礼申し上げ
ます。
　1月29日地区内で最初に開催致しました、第
10・第11グループ合同のIMでは、「四つのテス
ト」をテーマに「職業奉仕」に関するパネルディ

スカッション又藤川享胤先生に特別講演をお
願いし、感動の中盛会に閉会することが出来まし
た。岡山北ロータリークラブ・岡山岡南ロータ
リークラブの皆様には、周到な準備とスムーズな
進行をして頂き、心よりお礼申し上げます。又、後
日ＩMの記念誌を頂きました。出来栄えの良さに
とても感動致しました。
　今回の貴重な体験を今後のロータリー活動に
生かして参りたいと思います。
　倉吉でのガバナー事務所の皆様、10名のガバ
ナー補佐の皆様との出会い、そして多くの方々と
の楽しい交流の時間を過ごすことが出来ました
事に感謝を申し上げます。

第 10 グループ

大 塚 雅 司
（岡山北ＲＣ）

おお　　つか　　まさ　　  し

第 11 グループ

井 上 　元
（岡山岡南ＲＣ）

いの　   うえ　 　　　はじめ

日　時：2012年６月９日（土）16：00～17：00
場　所：倉吉シティホテル ４階 レモンバーム

（1）2011-2012 年度　ＲＩ各賞への応募状況について
（2）東日本震災復興支援プロジェクトについて（経過報告）
（3） ＲＩ国際大会（バンコック）報告

（4）ロータリーカードについて
（5） ＩＭ実施結果報告
（6）その他

新地区補助金小委員会委員長　　小林　健治

2年目の新地区補助金プロジェクト、37件を実施させていただきました。
補助金715万円を使って、総額1,699万円で、地区で良いことをすることが出来ました。
関係者の皆さんに深く感謝を致します。ありがとうございました。

会員増強･職業分類委員会委員長　　杉島　篤美

地区委員　皆様のご協力により委員長として責務を終える事が出来ました。
会員増強はRCの最大のテーマです。ともに頑張って行きましょう。
ありがとうございました。　

職業奉仕委員会委員長　　山崎　一彰

「スリーピング状態の地区職業奉仕委員会を必ず開催してほしい！」と就任直後の伊藤ガバナー直々の
言葉が頭の片隅から離れることなく悩みましたが、記念？すべき委員会開催が倉吉の地で実現し、ホッ
としています。　

新世代奉仕委員会委員長　　明島　淳吾

地区委員の皆様のご尽力、関連する委員会の皆様のお陰様で、委員長の重責を果たせました。
皆様のご協力に心よりお礼申し上げます。

インターアクト委員会委員長　　齋木　憲久

この１年間、貴重な経験をさせていただきました。
インターアクトの関係者の皆様には大変お世話になりましたこと心から感謝申し上げます。

ローターアクト委員会委員長　　平　　守

地区ＲＡ担当委員長として地区ローターアクト代表との関係を密にし、ガバナー事務所との風通しを良
くして意思疎通の改善を計りました。委員会としては年二回で終わり心残りではありますが、問題提議
をし、次年度に申し送りいたしました。
委員会の皆様のご協力に感謝申し上げます。
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　2012年5月12日（土）、13日（日）の2日間、島根県浜
田市にて浜田ローターアクトクラブをホストとし、2011-
2012年度国際ロータリー第2690地区ローターアクト 
第35回地区大会を開催させて頂きました。本大会は『生
命～未来へのバトン～』をテーマとし、ご参加頂いた皆
様にもう一度、生命の尊さ、大事さを考えてもらう機会に
なることを目標としました。
　1日目は開会式、年間活動報告、懇親会を開催させて
頂きました。開会式では、宇津徹男浜田市長、伊藤文利
ガバナー、平守地区ローターアクト委員長よりご祝辞を
頂き、伊藤ガバナーからはアクターへの激励のお言葉を
たくさん頂きました。懇親会では、第2690地区ローター
アクト恒例の地区内各クラブによる余興を披露していた
だき、歌やダンスで会場全体が盛り上がりました。
　2日目のメインプログラムでは、島根県助産師会より、
加瀬部様、原様お二人の助産師を講師にお招きし、たく
さんの 'いのちのはじまり'に出会う助産師の立場から生
命について、また、人・家族とのつながりについてなどの
講演をして頂きました。その後、参加者にはグループに
分かれてもらい、重さ8kgの妊婦ジャケットを着用し妊婦
さんがどれほど大変かがわかる妊婦体験や赤ちゃんの
抱っこの仕方・オムツ替え講座などの体験をしていただ
きました。その他、妊婦さんクイズとして映像を使い、妊
娠中の知識や注意事項などを勉強して頂きました。
　参加したほとんどのアクターがこれから子育てをして

いくことになる中で、助産師さんから生命の尊さについ
て学べたこの時間はとても貴重なものになりました。ま
た、子育て未経験のアクターが、子育て経験のあるロータ
リアン、アクターに教わりながら、そして協力し合いなが
ら抱っこや、オムツを替える様子はとても印象的でした。
　その後、年間活動表彰式、卒業式、閉会式を行いまし
た。表彰は最優秀新人賞に鳥取ＲＡＣの宮下あいさん、
最優秀クラブ賞に岡山理科大学ローターアクトクラブ、
最優秀アクター賞に岡山ＲＡＣの西江徳人くんが選ばれ
ました。今年度の卒業生は3名で、米子ＲＡＣより永見啓
太郎くん（アクト歴3年）、浜田ＲＡＣより山崎隆行くん（ア
クト歴3年）、倉敷南ＲＡＣより仲嶋貴史くん（アクト歴6
年）が卒業しました。一言ずつ挨拶して頂き、ローターア
クトについての想いや、後輩への叱咤・激励を述べられ
ました。閉会式の講評では、平地区ローターアクト委員長
より、地区内ローターアクトのこれからについてお話頂き
ました。
　最後に、本大会を開催するにあたり、ホストを務めまし
た浜田ローターアクトクラブの提唱クラブであります浜
田ロータリークラブの大草洋会長をはじめ会員皆様のご
協力により本大会が開催できたのだと感謝しておりま
す。また、ご来賓の皆様をはじめ、地区内ロータリーの皆
様、地区内外ローターアクターの皆様には多数のご参
加、ご協力を頂きましたこと、厚く御礼申し上げまして、第
35回地区大会の報告とさせて頂きます。

第2690地区ローターアクト第35回地区大会報告委員長退任あいさつ

第2690地区ローターアクト　地区代表

山 岡 　 元 （浜田ＲＡＣ）

地区青少年交換委員会報告

　第2690地区の会員の皆様、委員会メンバーの皆様、ガ
バナー事務局員、そしてロータリー会員外のボランティア、
学校、地域の方々のお蔭を持ちまして大きなトラブルもな
く任期を終えようとしておりますことは感謝の一言です。大
変ありがとうございました。私の任は終えようとしておりま
すが、まだこの委員会はいまだ継続中であります。米国・加

大塚  美月
（おおつか  みづき）

米子松蔭高等学校3年
米子東RC 推薦

ウィリアム リチャード ジョンソン
RID6740 Georgetown RC 推薦

米子東RC

リサ リン ウォーレイ
RID6890 New Tampa-Evening RC

米子南RC

キーガン マディソン コステロ
RID6960 Estero RC

倉敷RC

●派遣学生● ◆受入学生◆

米山記念奨学会委員会委員長　　髙木 新一

2月の歓送会時に、奨学生の指導教員が仰った言葉が耳に残っている。
「私はいろんな会に出ているが、こんなほのぼのとした良い会に出たことはなかった。本当に嬉しい」。
私も同感である。奨学生の健闘を祈念したい。

ロータリーの友地区代表委員　雑誌･広報委員会委員長　　馬野 慎一郎

本年度は「ロータリーの友」地区代表委員と雑誌広報委員長という身に余る任を拝命しましたが、事
業推進に際しましては各方面よりロータリーならではのご厚誼を賜りましたことに深謝申し上げます。

青少年交換委員会委員長　　西谷　純美

本年度、私を含めてメンバー各位、奮闘努力を重ねてまいりましたが、敢え無く、力不足で討ち死にと
相成りました事を、第2690地区の皆様にお詫び申し上げる次第でございます。
お許し下さいませ。

（敬称略）

国に一名ずつ滞在中です。米国に出国準備中が一名おり
ます。この委員会は継続が命ですので次年度にうまく引き
渡せたらと思っております。そのためには皆様3000名の会
員のご理解、ご支援を引き続きいただきたいとお願いをし
つつ退任ご挨拶とさせていただきます。
　サンキュー・ロータリー。

青少年交換委員会委員長　西 谷 純 美
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て学べたこの時間はとても貴重なものになりました。ま
た、子育て未経験のアクターが、子育て経験のあるロータ
リアン、アクターに教わりながら、そして協力し合いなが
ら抱っこや、オムツを替える様子はとても印象的でした。
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　第2690地区の会員の皆様、委員会メンバーの皆様、ガ
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米山記念奨学会委員会委員長　　髙木 新一

2月の歓送会時に、奨学生の指導教員が仰った言葉が耳に残っている。
「私はいろんな会に出ているが、こんなほのぼのとした良い会に出たことはなかった。本当に嬉しい」。
私も同感である。奨学生の健闘を祈念したい。

ロータリーの友地区代表委員　雑誌･広報委員会委員長　　馬野 慎一郎

本年度は「ロータリーの友」地区代表委員と雑誌広報委員長という身に余る任を拝命しましたが、事
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青少年交換委員会委員長　　西谷　純美

本年度、私を含めてメンバー各位、奮闘努力を重ねてまいりましたが、敢え無く、力不足で討ち死にと
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（敬称略）

国に一名ずつ滞在中です。米国に出国準備中が一名おり
ます。この委員会は継続が命ですので次年度にうまく引き
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員のご理解、ご支援を引き続きいただきたいとお願いをし
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2011-2012年度ガバナー

伊 藤 文 利

韓国RI第3680地区大会に参加して
ＲＩ第2690地区 パスト・ガバナー　森 下 和 郎（総社RC）

第2690地区としての東日本大震災復興支援プロジェクト完成報告

　昨年の10月の倉吉RC主催の地区大会に、ＲＩ第3680地区よ
り、姜漢植ガバナー他３名が参加され大いに親睦が盛り上がりま
したが、その御礼としてＲＩ第2690地区伊藤ガバナーに招待状が
参りました。地区大会当日、伊藤ガバナー、RCの公用行事のため、
小生に代理出席の要請があり、私と元地区代表幹事、三村健氏と
2人で大田に行って参りました。
　ＲＩ会長代理晩餐会はユーソンホテル８階グランドボルムで、
地区役員、クラブ会長及び役員のメンバーで開催されました。伊藤
ガバナーよりの土産も無事姜ガバナーに手渡しができ、ほっとした
所でした。同じテーブル席に、張ガバナー・エレクト御夫婦がおら

　３.11の未曾有の東日本大震災、大津波による多数
の被災者と被災地域の惨状は世界中を震撼させ、そ
の記憶は未だ鮮明に残っています。同時に国内外か
ら温かい支援の手が被災者に差し伸べられ、人類愛
とか絆を強く意識させられました。勿論、我々世界中
のロータリアンも率先し被災者に対して物心両面の
援助をさせて頂きました。
　私のガバナー年度に入り、倉敷東ＲＣ遠藤会長よ
り最も悲惨な被災地区である宮城県南三陸町から復
興支援の具体的要望があったので、何とかそれに応
えてあげたい、ついては地区として主導して欲しいと
の要請を受けました。同町は宮城県北東部にあり､東
は太平洋に面し､三方山に囲まれ、沿岸部はリアス式
海岸で自然味豊かな漁業の町でありました。町の人口
は大津波前17,666名、６か月後15,614名と犠牲者と
転出者で激減しています。なお、この町は防災放送の
担当女子職員が最後まで避難放送を呼びかけ続け、
自らは犠牲になり、今回の大災害の象徴として一躍有
名となりました。 
　町の要望は各種情報の提供できる図書館の建設、
その中に青少年の学習環境の確保、引きこもりになり
がちな仮設住宅住民の団欒と癒しの場所確保、震災
で失った多くの文化的遺産の復旧並びに記録の保存
と各種震災情報の収集､発信できるＩＴの設置、町の
宝である歌津魚竜を復興のシンボルとして､その展示
場の確保などでありました。
　早速、当地区諮問委員会に対しこのプロジェクト実
施についてお諮りした所、大英断に
てＯＫを頂きました。問題は資金計
画でしたが、新たに当地区内ロー
タリークラブから寄付を募り、地区
資金も加え東日本震災復興基金の
補助金を申請しました。が、建築費
の高騰もあり、資金的に行き詰まり
ました。最終的に我が地区諮問委
員会の皆様のご理解を得て資金増
額を認めて頂き、それに呼応し東
日本震災復興基金日本委員会から

の高額補助金も正式に認可されました。更に大変有
難いことに地元の第2520地区と、神奈川県西部の第
2780地区から多額の援助申し出があり、ついに図書
館建設プロジェクトの第１歩を踏み出すことができま
した。
　３月末から建設にかかり、順調に工事は進み、幸い
にも去る６月28日（木）に完成しましたので、現地で佐
藤仁町長と関係者多数のご臨席を得て、贈呈式を挙
行しました。この式典には第2520地区菅原一博、第
2780地区森洋両ガバナー、日本委員会からは職員様
にもご列席いただき、錦上華を添えて頂きました。
　今後、この施設が避難者住民の生活自立や地域産
業再建になくてはならない大切な生活支援の場にな
るよう、その運営を見守って行きたいと思います。
　最後に、このプロジェクト実施に際し、終始物心両
面の温かいご支援を頂いた多くの皆さんに対しもう
一度感謝の誠を捧げてお礼に代えます。

このプロジェクトの式典に際して
ＮＨＫ全国放送をはじめとし、
各地のローカル新聞に掲載さ
れ、ロータリーの「公共のイメー
ジと認知度の向上」に貢献でき
ました。

れ、話が弾みましたが、特に張夫人が、日本語は勿論、英、仏、中国
語と堪能でしたので、大変助かりました。森田ガバナー・エレクト主
催の地区大会には、是非倉敷迄お出で下さいと強く要望しておき
ました。尚、ＲＩ会長代理は、インドのパスト・ガバナーの方でした。
　ついで翌日４月21日（土）本会議は、ＣＭＢエキスポアートホー
ルにて開催されましたが、大雨、突風と台風並みで、会場迄行くの
に難渋致しました。昨年同様の舞台装置でしたが、台風の為か、会
員の参加は半分位でした。ＲＩ会長代理の後、小生の順番で、伊
藤ガバナーのメッセージを代読し、ついで、10月の倉敷の地区大
会の宣伝並びに参加要請をしておきました。反応はすごく、倉敷迄

行くよと、数名の会員より声
をかけられ、感激致しまし
た。午前の部が終了しました
ので、帰国の関係もあり、飛
行機にとびのり、ソウル、岡
山と無事に帰って参りまし
た。
　忙しい日程の中で、親善を
無事果たしたと満足しており
ます。

河北新報
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2011-2012年度におけるRI表彰
角南有紀財団学友、学友人道奉仕世界賞・ゾーン入賞

2011-2012年度　倉敷東ロータリークラブ会長

遠 藤 堯 之

けた南三陸町へ29人乗りマイクロバス１台とプリウス１台
を寄贈しました。角南さんは、ナポリ留学中のカウンセラー
を通じ支援プロジェクトの仲介をし、９月３日南三陸町で
行われた贈呈式にはイタリア代表代理として出席し、イタリ
アオペラと自作の歌で町の人を激励しました。
 角南有紀さんは、現在イタリアに在住ですが、４月岩手県
民オペラに出演のため帰国の際は、南三陸町佐藤仁町長を
訪問しています。６月には、世界的に有名なイタリア・サンカ
ルロ歌劇場主催のオペラに準主役として出演するなど、日
本、イタリア両国で活躍しています。
　なお、角南有紀さんは、車両贈呈の折佐藤町長から南三
陸町夢大使の委嘱を受けていましたが、本年７月からは改
めて、南三陸町復興応援大使に任命されています。

南三陸町ホームページに掲載された車両贈呈式

　2011-12年度 学友人道奉仕世界賞の第３ゾーン入賞者
に2007-08年度 国際親善奨学生 角南有紀さん（倉敷東
RC）が選ばれました。
　「学友人道奉仕世界賞」は、「超我の奉仕」というロータ
リー精神の模範となる優れた活動を行い、職業上の功績を
残したロータリー財団の学友を称えるための賞です。
　ロータリー財団ニュースレター「リコネクションズ」2012年
6月号には、角南有紀さんが次のように紹介されています。
　「声楽家および音楽指導者として活躍する角南さんは、イ
タリアの国際コンクールで1位に輝いた経歴があります。
2011年3月に東日本大震災が発生した際は、イタリアの第
2100地区と日本の第2520地区が協力して実施した10万
ドルのマッチング・グラント・プロジェクトに支援を提供しま
した。現在もチャリティコンサートや奉仕活動を通じて復興
支援活動を続けています。角南さんは、2007-08年度国際
親善奨学生として、イタリアのナポリ国立音楽院大学院に留
学しました。 」
　3.11東日本大震災発生から３日後、角南有紀さんを通じ
イタリア・ナポリのロータリークラブから、倉敷東RCへマッ
チング・グラントで津波の被災地を救援したいと多額の義
援金の申し入れがありました。未来の夢計画・パイロット地
区にある第2690地区のクラブは非パイロット地域であるナ
ポリのロータリーとのマッチング・グラントはできませんでし
たので、宮城県の友好クラブ築館RCを窓口として10万ドル
のマッチング・グラントを実施し、津波で壊滅的な被害をう

◆ 超我の奉仕賞　　　原　正（岡山南RC）
　　ロータリーの標語「超我の奉仕」を実現するRI運動に
　　際立った努力をしたロータリアンへの表彰（ロータリーの最高の栄誉）　

◆ クラブ・ビルダー賞　　安部 正之（松江東RC）
　　ロータリークラブをサポートし、強化するにあたって大きな影響をもたらしたロータリアンへの表彰

◆ 意義ある業績賞　　出雲南RC
　　次世代の環境リーダー育成プロジェクト
　　～「高瀬川」を11年に渡り、地域の子ども達と清掃活動～

◆ チェンジメーカー賞
　　岡山南RC（大規模クラブ）

◆ 特別会長賞
　　倉吉RC

◆ 会　長　賞
　　鳥取RC、出雲RC、出雲南RC、大社RC、江津RC、浜田RC、井原RC、新見RC、　
　　倉敷東RC、岡山後楽園RC

◆ 会員増強・拡大賞
　・最高の増加率　･･････････ 備前RC
　・最多数の新会員入会　････ 備前RC
　・最高の会員維持率
　　智頭RC、境港RC、米子中央RC、大社RC、新見RC、高梁RC、玉島RC、児島RC、
　　児島東RC、倉敷中央RC、倉敷水島RC、美作RC、津山西RC、赤磐RC、備前RC、
　　岡山北西RC、岡山後楽園RC、岡山中央RC、牛窓RC、岡山城RC

◆ 会員増強推進計画の表彰
　・会員維持　･･････････････････ 津山RC
　・資格ある新会員の勧誘　･･････ 玉野RC　

◆ 小規模クラブ会員増強の表彰
　　新見RC

角南有紀さん
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のマッチング・グラントを実施し、津波で壊滅的な被害をう

◆ 超我の奉仕賞　　　原　正（岡山南RC）
　　ロータリーの標語「超我の奉仕」を実現するRI運動に
　　際立った努力をしたロータリアンへの表彰（ロータリーの最高の栄誉）　

◆ クラブ・ビルダー賞　　安部 正之（松江東RC）
　　ロータリークラブをサポートし、強化するにあたって大きな影響をもたらしたロータリアンへの表彰

◆ 意義ある業績賞　　出雲南RC
　　次世代の環境リーダー育成プロジェクト
　　～「高瀬川」を11年に渡り、地域の子ども達と清掃活動～

◆ チェンジメーカー賞
　　岡山南RC（大規模クラブ）

◆ 特別会長賞
　　倉吉RC

◆ 会　長　賞
　　鳥取RC、出雲RC、出雲南RC、大社RC、江津RC、浜田RC、井原RC、新見RC、　
　　倉敷東RC、岡山後楽園RC

◆ 会員増強・拡大賞
　・最高の増加率　･･････････ 備前RC
　・最多数の新会員入会　････ 備前RC
　・最高の会員維持率
　　智頭RC、境港RC、米子中央RC、大社RC、新見RC、高梁RC、玉島RC、児島RC、
　　児島東RC、倉敷中央RC、倉敷水島RC、美作RC、津山西RC、赤磐RC、備前RC、
　　岡山北西RC、岡山後楽園RC、岡山中央RC、牛窓RC、岡山城RC

◆ 会員増強推進計画の表彰
　・会員維持　･･････････････････ 津山RC
　・資格ある新会員の勧誘　･･････ 玉野RC　

◆ 小規模クラブ会員増強の表彰
　　新見RC

角南有紀さん
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　総社吉備路RCがある岡山県総社市は、人口６万７千７
百人の自然豊かな街です。日本で３番目に大きな造山古墳
をはじめ、朝鮮式山城、鬼ノ城山、吉備の平野にそびえ建つ
中国地方唯一の五重塔など数多くの歴史漂う街です。
　そのようなロマンあふれる街から誕生した当クラブは
1987年（昭和62年）６月14日、総社RCをスポンサーとして
創立されたクラブで42名の会員で始まりました。創立25周
年を迎え、去る５月20日（日）私たちの例会場でもあります、
サンロード吉備路にて記念式典を開催いたしました。
　出席いただきました総社市長 片岡聡一様、倉敷市長 伊
東香織様、国際ロータリー第2690地区伊藤文利ガバナー
そして多くの来賓をはじめ、第６グループの会長幹事様、ス
ポンサークラブ、姉妹クラブの大韓民国、天安中央ＲＣ、元
会長ＯＢ、会員の奥様方、総勢95名の方々の参加を頂き盛
大に開催することができました。
　記念事業として昨年３月11日の東日本大震災の発生直
後山陽新聞社を通じて日本赤十字社に義援金を贈りまし
た。次に８月９日から13日の日程で被災地岩手県の県立
高田高等学校の野球部監督以下25名を招待し、地元高校
の総社南高校、倉敷商業高校、倉敷工業高校、島根県の安
来高校の４校と２日間に亘り、総社市スポーツセンター野
球場で市民の多数の応援を頂き熱戦を展開しました。試合
終了後、総勢120人の監督、生徒、会員で食事をしながら、
交流会を行いました。各校の監督さんのお見舞いと励まし
の言葉、悲惨な体験を乗り越え、勇気と生きてゆく喜びを
与えられたのではないかと思います。又、地元の生徒さん達

にも、どんな悲しみ苦労があろうとも、立ち向かい乗り越え
て行かなければならない心が伝わり「絆」が生まれたと思っ
ています。又12日には、高校球児のメッカ 甲子園に招待し、
岡山県代表の関西高校と同じホテルに宿泊、勝ち進んだ監
督さんから、激励とお見舞いをいただきました。いつの日か
甲子園で地元高校と高田高校が戦える日を、願って止みま
せん。交流試合は、形として残りませんでしたが、心の復興
として記念事業の１つといたしました。最後に、日本で最初
に孤児院を開設され、児童福祉の先覚者である石井十次の
漫画「石井十次物語」を市内の小中学校に500冊贈呈しま
した。
　また、私たちは、25周年をひとつの契機とし、30周年に向
け自己研鑚を積み地元の皆様と共に、地域に役立つ奉仕活
動を実践する組織として、RCをさらに良いものにしたいと望
んでいます。今後ともクラブ発展のために取り組んで参りま
すので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

総社吉備路RC創立25周年記念式典を終えて
総社吉備路ロータリークラブ　創立25周年記念式典実行委員長

福 本 里 志

　備前ＲＣは昭和47年６月、岡山東ＲＣをスポンサーとし
て、初代会長、草加芳郎氏のもと、会員27名で発足しまし
た。同年６月30日国際ロータリーへの加盟承認、本年創立
40周年を迎え、2012年５月19日（土）岡山プラザホテルに
て記念式典と祝賀会を開催いたしました。
　当日は天候にも恵まれ、絶好の式典日和となりました。遠
く出雲の地から姉妹クラブの出雲南ＲＣの方々が30名以上
もお越しいただいた他、片山虎之助参議院議員、石井正弘
岡山県知事他多数のご来賓の方々、県南17ＲＣの方々、当
クラブのメンバー及び配偶者、約200名の方々にご参加い
ただき、非常に盛大な会となりました。
　式典ではまず私が開会の言葉を述べさせていただき、吉
村武司会長挨拶の後、片山虎之助参議院議員、石井正弘岡
山県知事、伊藤文利ガバナー、渡辺好政ＲＩ元理事よりご祝
辞を賜りました。その後、木村宏造副実行委員長が記念事
業として行った、当地の備前片上駅前サークル広場整備事
業一式を、西岡憲康市長へ目録贈呈を行いました。スポン
サークラブの岡山東ＲＣ会長仁科靖孝様からも記念品と祝

辞を賜り、亀川周明副実行委員長の閉式の言葉で無事式
典は終了しました。
　休憩後の祝賀会では、出雲南ＲＣ会長土伊豆勝麿様より
祝辞、福島県の白河ＲＣ会長小崎達蔵様よりのご挨拶の
後、吉村会長からチャーターメンバーへ感謝状と記念品の
贈呈が行われました。来賓の皆様で盛大に鏡開きを行った
後、鳥居滋パスト・ガバナー乾杯の音頭をとっていただき、
会食懇談に移りました。音楽演奏のアトラクションで皆様大
いに楽しんでいただけたと思います。このあたりでようやく
私も一心地ついた気分でした。閉会時間となり、役重典之
副会長の閉会のことばの後、全員で「ふるさと」とロータリー
ソング「手に手つないで」を合唱し閉会いたしました。
　なお、当日の会場にて白河ＲＣ、出雲南ＲＣ、備前ＲＣ３
つのクラブが自然災害時にお互い助け合うことを約束した
協定書を披露させていただきました。第2530地区根本一
弥ガバナー、第2690地区伊藤文利ガバナー立会の元、３ク
ラブの会長が当日署名を行い、協定を交わしたものです。
１年前の東日本大震災を教訓とした、互いの絆と友情を深
め合うための協定書です。両クラブから頂戴した記念品と共
に披露させていただきました。
　今回の式典及び祝賀会では多数の方々にご来場いただ
き、絆と友情を深めあうことができました。出席いただいた
皆様には改めて御礼申し上げます。
　備前ＲＣは本年度40周年を迎えて、今後も益々発展するク
ラブを目指したいと思っております。吉村武司会長の強力な
リーダーシップのもと、会員21名純増を達成し、64名となっ
た当クラブは次年度以降も絆と友情、それからＳＥＲＶＥのス
ピリットを大切にしながら、地域発展に貢献してまいります。

備前ＲＣ創立40周年記念式典を終えて
備前ロータリークラブ　創立40周年記念実行委員長

吉 延 四 郎
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東香織様、国際ロータリー第2690地区伊藤文利ガバナー
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会長ＯＢ、会員の奥様方、総勢95名の方々の参加を頂き盛
大に開催することができました。
　記念事業として昨年３月11日の東日本大震災の発生直
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来高校の４校と２日間に亘り、総社市スポーツセンター野
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終了後、総勢120人の監督、生徒、会員で食事をしながら、
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の言葉、悲惨な体験を乗り越え、勇気と生きてゆく喜びを
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にも、どんな悲しみ苦労があろうとも、立ち向かい乗り越え
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［　　　　　　　　　　］地区だより（2012年 ５ 月）

ロータリー財団への 寄 付
ポール・ハリス・フェロー恒久基金への寄付

（敬称略）

米山記念奨学会への 寄 付
米山功労者メジャードナー 米 山 功 労 者

新 会 員ご紹介

木井伸二
鳥取RC

鶴田康範
笠岡RC

中山和大
倉敷RC

赤山俊寛
米子東RC

古杉　淳
米子東RC

中川章作
米子東RC

伊藤　格
松江しんじ湖RC

川西　治
江津RC

小川泰道
江津RC

酒本昭弘
大田RC

天明健司
倉敷RC

力武善久
倉敷東RC

沼本健一
倉敷南RC

岡﨑　浩
倉敷南RC

辻井説三
美作RC

筏　孝生
真庭RC

藤田良仁
津山RC

大西弘明
鳥取RC

別府洋吾
総社RC

物部弘美
高梁RC

大内　茂
松江しんじ湖RC

赤沼高男
隠岐西郷RC

高梁RC
河本正夫

小沢秀多
松江しんじ湖RC

1 1

影山和夫
松江しんじ湖RC

2 4

川崎正志
高梁RC

2 32

梶谷　喬
岡山北西RC

福間利行
出雲RC

渡部　孝
出雲RC

岸　清逸
出雲RC

1 4 5

柚木康司
岡山岡南RC

14

2

近藤幸二
倉敷水島RC

藤家宏之
岡山西RC

13

山崎雅之
岡山旭川RC

難波俊弘
岡山旭川RC

津嶋　明
岡山城RC

徳田英樹
岡山西RC

藤澤敏典
岡山西南RC

熊田　一隆

年、大きな自然の営みが壊れて来たのでしょうか、鳥取砂丘の
草原化、海岸線の侵食進行化等いろいろな問題が起こってき
ています。
　熊田会員は生家が旅館業だったため、観光客を案内する父
親に連れられて幼少のころより砂丘に親しみ、関心が深かった
と仰っています。
　爾来、砂丘の保全と再生を計り、利活用する活動に熱心に
取り組んで来られ、現在、鳥取県の砂丘再会議利活用部会長
として多くの関係者の皆さんを取りまとめていらっしゃいます。

鳥取中央RC　会長　松下　光昭

我がクラブに  この  人  あり

鳥取中央RC

　鳥取砂丘に「砂の美術館」が誕生しました。世界初の屋内型
砂像展示美術館です。熊田一隆会員は長年この美術館建設を
願い、尽力されて来ました。
　あまり知られていないことですが、砂丘の下にはもう一つ砂
丘が埋まっています。上の砂丘を「新砂丘」、下の砂丘を「古砂
丘」といい、その間を分けて火山灰層が堆積しています。砂の
美術館の砂像は、この古砂丘の砂を使って制作されています。
まさにジオパークです。
　鳥取砂丘は数十万年かかって形成されて来ました。河川が
土砂を海に排出し、波が砂礫を小さく揉んで海岸線に打ち返
し、その砂を風が内陸へ運んで砂丘は出来ました。しかし近

山内　謙一

邦楽の授業を社会人講師として担当し、若い世代に日本の文
化を継承する活動も行っている。こんな働きが評価され、平
成18年には地域文化功労者文部科学大臣賞を受賞した。
　もちろん、私たちのクラブでもゲストをお迎えしての懇親
会等の席では、いつも山内謙一会員の三味線がお客様を
おもてなししている。
　べべべんべん、べべべん・びぇん・びぇん、びぇん・べべ・べん
今日も山内謙一師匠のバチが力強く弦を弾きます。

　倉吉中央RC　広報委員会　福井　利明

倉吉中央RC

　べべべんべん、べべべん・びぇん・びぇん・びぇん・びぇん・べん
　津軽三味線、山田三絃会（本部：青森県弘前市）の理事を
務める山内謙一会員を紹介します。
　小学校４年生から三味線を習いはじめ、22歳の時、津軽
三味線に出会った。その時、衝撃的な感動を覚え、津軽三味
線にのめり込んでいったとのこと。今では国内のみならず、
フランス、タイ、韓国等、海外でのコンサートも精力的にこな
す因幡謙翔流家元である。
　クリーニング業を営みながら、ボランティアで地元、三朝
温泉を訪れるお客様に津軽三味線や郷土芸能を披露する
特設ステージを持っている。また、県内の複数の高校では

訃  報 謹んで哀悼の意を表し 
ご冥福をお祈りします

藤田正蔵 会員（岡山RC）
2012年5月29日ご逝去（享年85歳）

1969年3月12日入会
中鉄バス株式会社　代表取締役
職業分類：バス事業
昭和60年度　会長　
昭和56年度　副会長
その他 会員選考・職業分類の委員長など歴任



19 Governor’s Monthly Letter 2012.6.3018 2011-2012 ガバナー月信 ● vol.13

［　　　　　　　　　　］地区だより（2012年 ５ 月）

ロータリー財団への 寄 付
ポール・ハリス・フェロー恒久基金への寄付

（敬称略）

米山記念奨学会への 寄 付
米山功労者メジャードナー 米 山 功 労 者

新 会 員ご紹介

木井伸二
鳥取RC

鶴田康範
笠岡RC

中山和大
倉敷RC

赤山俊寛
米子東RC

古杉　淳
米子東RC

中川章作
米子東RC

伊藤　格
松江しんじ湖RC

川西　治
江津RC

小川泰道
江津RC

酒本昭弘
大田RC

天明健司
倉敷RC

力武善久
倉敷東RC

沼本健一
倉敷南RC

岡﨑　浩
倉敷南RC

辻井説三
美作RC

筏　孝生
真庭RC

藤田良仁
津山RC

大西弘明
鳥取RC

別府洋吾
総社RC

物部弘美
高梁RC

大内　茂
松江しんじ湖RC

赤沼高男
隠岐西郷RC

高梁RC
河本正夫

小沢秀多
松江しんじ湖RC

1 1

影山和夫
松江しんじ湖RC

2 4

川崎正志
高梁RC

2 32

梶谷　喬
岡山北西RC

福間利行
出雲RC

渡部　孝
出雲RC

岸　清逸
出雲RC

1 4 5

柚木康司
岡山岡南RC

14

2

近藤幸二
倉敷水島RC

藤家宏之
岡山西RC

13

山崎雅之
岡山旭川RC

難波俊弘
岡山旭川RC

津嶋　明
岡山城RC

徳田英樹
岡山西RC

藤澤敏典
岡山西南RC

熊田　一隆

年、大きな自然の営みが壊れて来たのでしょうか、鳥取砂丘の
草原化、海岸線の侵食進行化等いろいろな問題が起こってき
ています。
　熊田会員は生家が旅館業だったため、観光客を案内する父
親に連れられて幼少のころより砂丘に親しみ、関心が深かった
と仰っています。
　爾来、砂丘の保全と再生を計り、利活用する活動に熱心に
取り組んで来られ、現在、鳥取県の砂丘再会議利活用部会長
として多くの関係者の皆さんを取りまとめていらっしゃいます。

鳥取中央RC　会長　松下　光昭

我がクラブに  この  人  あり

鳥取中央RC

　鳥取砂丘に「砂の美術館」が誕生しました。世界初の屋内型
砂像展示美術館です。熊田一隆会員は長年この美術館建設を
願い、尽力されて来ました。
　あまり知られていないことですが、砂丘の下にはもう一つ砂
丘が埋まっています。上の砂丘を「新砂丘」、下の砂丘を「古砂
丘」といい、その間を分けて火山灰層が堆積しています。砂の
美術館の砂像は、この古砂丘の砂を使って制作されています。
まさにジオパークです。
　鳥取砂丘は数十万年かかって形成されて来ました。河川が
土砂を海に排出し、波が砂礫を小さく揉んで海岸線に打ち返
し、その砂を風が内陸へ運んで砂丘は出来ました。しかし近

山内　謙一

邦楽の授業を社会人講師として担当し、若い世代に日本の文
化を継承する活動も行っている。こんな働きが評価され、平
成18年には地域文化功労者文部科学大臣賞を受賞した。
　もちろん、私たちのクラブでもゲストをお迎えしての懇親
会等の席では、いつも山内謙一会員の三味線がお客様を
おもてなししている。
　べべべんべん、べべべん・びぇん・びぇん、びぇん・べべ・べん
今日も山内謙一師匠のバチが力強く弦を弾きます。

　倉吉中央RC　広報委員会　福井　利明

倉吉中央RC

　べべべんべん、べべべん・びぇん・びぇん・びぇん・びぇん・べん
　津軽三味線、山田三絃会（本部：青森県弘前市）の理事を
務める山内謙一会員を紹介します。
　小学校４年生から三味線を習いはじめ、22歳の時、津軽
三味線に出会った。その時、衝撃的な感動を覚え、津軽三味
線にのめり込んでいったとのこと。今では国内のみならず、
フランス、タイ、韓国等、海外でのコンサートも精力的にこな
す因幡謙翔流家元である。
　クリーニング業を営みながら、ボランティアで地元、三朝
温泉を訪れるお客様に津軽三味線や郷土芸能を披露する
特設ステージを持っている。また、県内の複数の高校では

訃  報 謹んで哀悼の意を表し 
ご冥福をお祈りします

藤田正蔵 会員（岡山RC）
2012年5月29日ご逝去（享年85歳）

1969年3月12日入会
中鉄バス株式会社　代表取締役
職業分類：バス事業
昭和60年度　会長　
昭和56年度　副会長
その他 会員選考・職業分類の委員長など歴任
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ロータリー財団への 寄 付

ロータリー財団への 寄 付

クラブ特別寄付（年次寄付）

ベネファクター大口寄付者クラブ特別寄付

特別寄付をいただいた方々

ロ ー タ リ ー 東 日 本 震 災 復 興 基 金 へ の 寄 付

年次寄付にご寄付いただいた方々

（敬称略）（敬称略）

米山記念奨学会への 寄 付

米山記念奨学会への 寄 付

米 山 功 労 者

新 会 員ご紹介

萩谷博光
鳥取西RC

山本　出
備前RC

鳥羽弘之
岡山北RC

日浅修二
松江RC

清水信幸
松江南RC

大西育恵
松江しんじ湖RC

小汀泰之
平田RC

藤井和彦
備前RC

藤江周弘
出雲南RC

岡﨑　登
岡山丸の内RC

大平猪一郎
岡山丸の内RC

北越浩和
岡山西RC

落合和昭
岡山西RC

長谷川雅三
岡山西南RC

髙田　剛
米子東RC

江津RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

22.00ドル
351.95ドル
241.46ドル

鳥取RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
松江RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

65,100円
252,000円
28,000円

ポール・ハリス・フェロー

砂田　忠
江津RC

藤井重信
倉敷水島RC

早川慶子
鳥取北RC

植田哲朗
鳥取北RC

田邉賢二
鳥取北RC

1 1

前田清介
鳥取北RC

2

岡　延之
岡山備南RC

安藤道則
岡山備南RC

3 2

若林　学
岡山備南RC

3

1

藤木達夫
倉敷南RC

1 9

足立富郎
岡山備南RC

21

佐久間正敏
益田西RC

早川慶子
鳥取北RC

廣江　智
米子RC

前田清介
鳥取北RC

1 6 2

妹尾孝一
井原RC

2

西村　誠
新見RC

1

1

米戸　進
美作RC

小阪田泰彦
美作RC

池上亮太郎
総社吉備路RC

1 1 1

広田和幸
倉吉東RC

稲田泰博
米子RC

メモリアル・コントリビューションへの寄付

藤木達夫
倉敷南RC

（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（クラブ寄付）

80,000円
22,200円
48,000円

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（米山ランチ）

岡山岡南RC・・・・・・・・・・・・・・・ 藤井將登、濱田誠二、金田栄三、近藤　連、黒岡一彦、森下雅人、森末英男、齊藤仁昭、惣市卓久、杉　妙子、
髙戸正勝、鷹取宏尚、豊田栄治、吉井良治

安部喜孝、入澤輝男、上田恭己、久保田龍、小林幹久、高濱ツヤ子
沼本健一、岡﨑　浩

松江しんじ湖RC・・・・・・・・・・・・
倉敷南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

訃  報 謹んで哀悼の意を表し 
ご冥福をお祈りします

桝平勝弘 会員（笠岡RC）
2012年6月15日ご逝去（享年59歳）
1993年4月6日入会
桝平勝弘司法書士事務所　所長
職業分類：司法書士

浜田RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,740ドル

高梁RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山西RC・・・・・・・・・・・・・・・・・ （ミリオンダラーミール）

（新入会員寄付）

3,300.00ドル
621.95ドル
70.00ドル

出雲RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山西RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

　画面左の浄土宮殿へ次々と登っていく巡礼者達、また、阿弥陀

三尊が導く極楽船に乗った沢山の人達がいます。大部分を凄惨な

場面に費やしながら、極楽世界が希求されます。

　死後７日目に渡るという地獄・餓鬼・畜生の三途に分かれる三途

の川。川のほとりで死者の衣をはぎ、それを衣領樹に掛けて罪の

軽重を計る奪衣婆。恐怖の針の山、血の池や地獄の釜。右上には

死者を判定する冥界の二王。生前の所業を映す浄玻璃の鏡と善

悪人頭幢。右下には賽の河原と子供を救う地蔵菩薩。

　死後の世界を描くこの額の奉納の４ヶ月後、明治37年２月10日

に日本はロシアに宣戦布告して日露戦争が始まりました。

　歴史の流れの中に「長谷寺の絵馬群」が伝わってきた奇跡を深

く想うのです。

表紙・長谷寺絵馬　地獄極楽の図　明治36（1903）年  縦115.0 cm×横190.0cm

だつ  え   ば

が　き さん ず

え  りょう じゅ

めいかい じょう  は   り

どう さい

藤井重信
倉敷水島RC

■編集を終えて
　伊藤ガバナーの地区スローガン「ロータリーは人をつく
る」の熱い思いのもと、編集に携わった一年でした。我々
にとって経験のない出版物でしたので、松江東RC、岡山
西南RCへ指導を仰ぎに行き、両クラブより適切な助言を
いただきましたこと、改めてお礼申し上げます。
　本年度は印刷物とホームページ併用で発信し、頁は12
～24頁と適宜変更しました、表紙写真は自坊の長谷寺奉
納絵馬を掲載し、倉吉の歴史・文化の一端を示したつもり
です。
　各号は沖地区庶務幹事の適切な目次立てに事務局
員・出版委員により、原稿依頼、校正等を行いました。各
RCを通してパスト・ガバナーをはじめ各委員長諸氏より
玉稿を期限どおり頂戴したこと厚く御礼申し上げます。

　現在、我々を取り巻く環境は日々変化しています、ロー
タリーも変化を求められています、物の善悪を判断、反省
する以前にグローバリゼーションの大きな渦の中で生き
てゆかなければなりません。
　伊藤ガバナーありがとうございました。森田ガバナーよ
ろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　
合掌
　　　出版委員長　　奥野　寛應 
　　　委　　　員　　廣吉　宗一　　山崎　一彰
　　　　　　　　　　西谷　純美　　羽合　浩次
　　　　　　　　　　沖　　　礼　　永岡　健治
　　　　　　　　　　本内　俊彦　　菅原　伸育
　　　　　　　　　　水谷　哲章　
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ロータリー財団への 寄 付

ロータリー財団への 寄 付

クラブ特別寄付（年次寄付）

ベネファクター大口寄付者クラブ特別寄付

特別寄付をいただいた方々

ロ ー タ リ ー 東 日 本 震 災 復 興 基 金 へ の 寄 付

年次寄付にご寄付いただいた方々

（敬称略）（敬称略）

米山記念奨学会への 寄 付

米山記念奨学会への 寄 付

米 山 功 労 者

新 会 員ご紹介

萩谷博光
鳥取西RC

山本　出
備前RC

鳥羽弘之
岡山北RC

日浅修二
松江RC

清水信幸
松江南RC

大西育恵
松江しんじ湖RC

小汀泰之
平田RC

藤井和彦
備前RC

藤江周弘
出雲南RC

岡﨑　登
岡山丸の内RC

大平猪一郎
岡山丸の内RC

北越浩和
岡山西RC

落合和昭
岡山西RC

長谷川雅三
岡山西南RC

髙田　剛
米子東RC

江津RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

22.00ドル
351.95ドル
241.46ドル

鳥取RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
松江RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

65,100円
252,000円
28,000円

ポール・ハリス・フェロー

砂田　忠
江津RC

藤井重信
倉敷水島RC

早川慶子
鳥取北RC

植田哲朗
鳥取北RC

田邉賢二
鳥取北RC

1 1

前田清介
鳥取北RC

2

岡　延之
岡山備南RC

安藤道則
岡山備南RC

3 2

若林　学
岡山備南RC

3

1

藤木達夫
倉敷南RC

1 9

足立富郎
岡山備南RC

21

佐久間正敏
益田西RC

早川慶子
鳥取北RC

廣江　智
米子RC

前田清介
鳥取北RC

1 6 2

妹尾孝一
井原RC

2

西村　誠
新見RC

1

1

米戸　進
美作RC

小阪田泰彦
美作RC

池上亮太郎
総社吉備路RC

1 1 1

広田和幸
倉吉東RC

稲田泰博
米子RC

メモリアル・コントリビューションへの寄付

藤木達夫
倉敷南RC

（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（クラブ寄付）

80,000円
22,200円
48,000円

（米山ランチ）
（米山ランチ）
（米山ランチ）

岡山岡南RC・・・・・・・・・・・・・・・ 藤井將登、濱田誠二、金田栄三、近藤　連、黒岡一彦、森下雅人、森末英男、齊藤仁昭、惣市卓久、杉　妙子、
髙戸正勝、鷹取宏尚、豊田栄治、吉井良治

安部喜孝、入澤輝男、上田恭己、久保田龍、小林幹久、高濱ツヤ子
沼本健一、岡﨑　浩

松江しんじ湖RC・・・・・・・・・・・・
倉敷南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

訃  報 謹んで哀悼の意を表し 
ご冥福をお祈りします

桝平勝弘 会員（笠岡RC）
2012年6月15日ご逝去（享年59歳）
1993年4月6日入会
桝平勝弘司法書士事務所　所長
職業分類：司法書士

浜田RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,740ドル

高梁RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山西RC・・・・・・・・・・・・・・・・・ （ミリオンダラーミール）

（新入会員寄付）

3,300.00ドル
621.95ドル
70.00ドル

出雲RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山西RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

　画面左の浄土宮殿へ次々と登っていく巡礼者達、また、阿弥陀

三尊が導く極楽船に乗った沢山の人達がいます。大部分を凄惨な

場面に費やしながら、極楽世界が希求されます。

　死後７日目に渡るという地獄・餓鬼・畜生の三途に分かれる三途

の川。川のほとりで死者の衣をはぎ、それを衣領樹に掛けて罪の

軽重を計る奪衣婆。恐怖の針の山、血の池や地獄の釜。右上には

死者を判定する冥界の二王。生前の所業を映す浄玻璃の鏡と善

悪人頭幢。右下には賽の河原と子供を救う地蔵菩薩。

　死後の世界を描くこの額の奉納の４ヶ月後、明治37年２月10日

に日本はロシアに宣戦布告して日露戦争が始まりました。

　歴史の流れの中に「長谷寺の絵馬群」が伝わってきた奇跡を深

く想うのです。

表紙・長谷寺絵馬　地獄極楽の図　明治36（1903）年  縦115.0 cm×横190.0cm

だつ  え   ば

が　き さん ず

え  りょう じゅ

めいかい じょう  は   り

どう さい

藤井重信
倉敷水島RC

■編集を終えて
　伊藤ガバナーの地区スローガン「ロータリーは人をつく
る」の熱い思いのもと、編集に携わった一年でした。我々
にとって経験のない出版物でしたので、松江東RC、岡山
西南RCへ指導を仰ぎに行き、両クラブより適切な助言を
いただきましたこと、改めてお礼申し上げます。
　本年度は印刷物とホームページ併用で発信し、頁は12
～24頁と適宜変更しました、表紙写真は自坊の長谷寺奉
納絵馬を掲載し、倉吉の歴史・文化の一端を示したつもり
です。
　各号は沖地区庶務幹事の適切な目次立てに事務局
員・出版委員により、原稿依頼、校正等を行いました。各
RCを通してパスト・ガバナーをはじめ各委員長諸氏より
玉稿を期限どおり頂戴したこと厚く御礼申し上げます。

　現在、我々を取り巻く環境は日々変化しています、ロー
タリーも変化を求められています、物の善悪を判断、反省
する以前にグローバリゼーションの大きな渦の中で生き
てゆかなければなりません。
　伊藤ガバナーありがとうございました。森田ガバナーよ
ろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　
合掌
　　　出版委員長　　奥野　寛應 
　　　委　　　員　　廣吉　宗一　　山崎　一彰
　　　　　　　　　　西谷　純美　　羽合　浩次
　　　　　　　　　　沖　　　礼　　永岡　健治
　　　　　　　　　　本内　俊彦　　菅原　伸育
　　　　　　　　　　水谷　哲章　
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［　　　　　　　　　　］地区だより（2012年 ６ 月）
ロータリー財団への 寄 付

クラブ特別寄付（年次寄付）

クラブ特別寄付

特別寄付をいただいた方々

ロータリー東日本震災復興基金への寄 付

年次寄付にご寄付いただいた方々

（敬称略）

米山記念奨学会への 寄 付

鳥取北RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
鳥取西RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
米子RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
松江南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
松江しんじ湖RC・・・・・・・・・・・・
平田RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
出雲南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
大田RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

総社RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
倉敷RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2,802.45ドル
1,312.50ドル
612.50ドル
687.50ドル
700.00ドル
1,829.09ドル
11.00ドル
130.00ドル
262.50ドル
125.00ドル
1,291.50ドル
837.68ドル

鳥取北RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
鳥取西RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
松江東RC
出雲南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

笠岡RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
倉敷水島RC・・・・・・・・・・・・・・・

200,000円
54,000円
3,010円
33,580円
5,000円
28,860円
10,000円
79,000円

（新入会員寄付、その他）
（ミリオンダラーミールその他）
（新入会員寄付）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）

（新入会員寄付）

（ミリオンダラーミール）
（ゴルフ同好会より）
（ミリオンダラーミール）
（財団BOX）

（米山ミール）
（米山ランチ）
（米山BOXなど）
（米山BOX）
（新会員寄付）
（米山ランチ）
（ゴルフ同好会より）
（米山ランチ）

134,125円
250,000円
64,260円
150,000円
116,288円
8,822円

299,070円

（米山BOXなど）
（米山ランチ、米山BOXなど）
（米山ランチ）
（米山BOXなど）
（米山ランチ、米山BOXなど）
（米山BOXなど）
（米山ランチ、米山BOXなど）

鳥取北RC・・・・

鳥取西RC・・・・
米子RC・・・・・・
新見RC・・・・・・

岡山備南RC・・

鳥取北RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

入江容子、岡森　裕、笹野眞紀、霜村哲男、田邉賢二、
秦野諭示、本家勇子、松長政幸、道上正䂓、森下耀雄、
田中紀章、田村文男、坂根　徹
木原一志
稲田泰博
尾藤嘉記、信長　充、小林柾弘

特別寄付をいただいた法人

岡森　裕、笹野眞紀、秦野諭示、松長政幸、道上正䂓、
田中紀章、田村文男
稲田泰博
高田和宏、又賀航一
高橋　満
青木　茂、千々木弘道、藤井弘道、藤井良昭、
藤原英之、原　浩平、池田純士、石井祐輔、金原光広、
片岡良仁、片山辰彦、川井雅樹、川井眞治、河合恭廣、
北村博則、小塚一史、黒木立志、久津間茂明、
宮地俊則、宮本幸枝、森本允裕、森谷　彰、長尾知之、
中島武司、西野　昇、落合清三、小田春人、小田健司、
小田皓二、岡崎道三、大西正隆、佐藤政夫、佐藤典子、
佐藤利範、妹尾孝一、滝本　博、田中勝人、田中弘治、
妹尾喜美子、多月由佳、土肥三郎、坪井博行、
塚本佳道、筒井慎一、筒井保太、柳本哲史、勇木　健

鳥取北RC・・・・

米子RC・・・・・・
松江南RC・・・・
松江しんじ湖RC・・
井原RC・・・・・・

鳥取中央RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,459.13ドル 岡山東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 275.00ドル

メモリアル・コントリビューションへの寄付

米子RC・・・・・・・・・・・・
大田RC・・・・・・・・・・・・
井原RC・・・・・・・・・・・・
倉敷南RC・・・・・・・・・・

永東康文が、故父　永東芳郎のために
谷本隆臣が、故父　谷本経好のために
立石尚男が、故次男　立石　勝のために
藤木達夫が、故義父　藤木荘平のために

ポリオ・プラス へ の 寄 付

岡山東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
和氣　泉（岡山北RC）・・・・・・・・・・・・
岡山丸の内RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・

275.00ドル
62.50ドル
110.50ドル

倉敷瀬戸内RC・・・・・・・・・・・・・
岡山RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山北西RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山中央RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山北RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

岡山備南RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山岡南RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山丸の内RC・・・・・・・・・・・・・
岡山西南RC・・・・・・・・・・・・・・・

（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミールその他）
（財団BOX）
（ミリオンダラーミール、
　新入会員寄付他）
（財団BOX）
（ミリオンダラーミール、財団BOX）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール、
財団BOX、新入会員寄付）

740.00ドル
937.50ドル
1,643.75ドル
876.03ドル
825.00ドル
574.53ドル

1,500.00ドル
1,504.58ドル
275.00ドル
3,947.88ドル

岡山東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山旭川RC・・・・・・・・・・・・・・・
玉野RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山備南RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山岡南RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山丸の内RC・・・・・・・・・・・・・
岡山西南RC・・・・・・・・・・・・・・・

50,000円中央印刷株式会社

阿部寿満子、足立富郎、安藤道則、笛木久雄、
藤井孝洋、深田昭司、本郷　亮、犬飼泰介、犬飼仁志、
片山　誠、貝原千鶴、河口亮一、木下修二、河野一郎、
倉本琇介、黒川善和、黒﨑政彦、桑田裕行、三村明彦、
光亦　登、宗元圭二、森美智子、長尾一孝、難波昌洋、
岡　延之、恩田英宜、坂川陽子、髙戸賢一、手島俊彦、
上原和成、若林　学、山下一盛

倉敷南RC・・・・
津山中央RC・・

津山西RC・・・・
岡山備南RC・・

岡山城RC・・・・
岡山西南RC・・

武内一雄
阿形覚昇、有本　稔、有本次男、有宗博志、萩原一雄、
初川正子、廣野　學、亀川哲明、加藤圓真、國米一朗、
前原知明、中西寛治、野井新造、野村昌平、岡田敏文、
坂田英輝、鈴木浩三、只友　玕、田口太馬男
番原よし浩
阿部寿満子、笛木久雄、藤井孝洋、犬飼泰介、
犬飼仁志、片山　誠、河口亮一、木下修二、河野一郎、
倉本琇介、黒﨑政彦、桑田裕行、三村明彦、森美智子、
長尾一孝、難波昌洋、恩田英宜、髙戸賢一、手島俊彦、
上原和成、若林　学、山下一盛
津嶋　明
小林和義
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備 前
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玉 野

牛 窓

計（6）

岡 山 備 南
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岡 山 岡 南

岡山丸の内

岡 山 西

岡 山 西 南

計（6）
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［　　　　　　　　　　］地区だより（2012年 ６ 月）
ロータリー財団への 寄 付

クラブ特別寄付（年次寄付）

クラブ特別寄付

特別寄付をいただいた方々

ロータリー東日本震災復興基金への寄 付

年次寄付にご寄付いただいた方々

（敬称略）

米山記念奨学会への 寄 付

鳥取北RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
鳥取西RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
米子RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
松江南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
松江しんじ湖RC・・・・・・・・・・・・
平田RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
出雲南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
大田RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

総社RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
倉敷RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2,802.45ドル
1,312.50ドル
612.50ドル
687.50ドル
700.00ドル
1,829.09ドル
11.00ドル
130.00ドル
262.50ドル
125.00ドル
1,291.50ドル
837.68ドル

鳥取北RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
鳥取西RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
松江東RC
出雲南RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

笠岡RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
笠岡東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
倉敷水島RC・・・・・・・・・・・・・・・

200,000円
54,000円
3,010円
33,580円
5,000円
28,860円
10,000円
79,000円

（新入会員寄付、その他）
（ミリオンダラーミールその他）
（新入会員寄付）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）

（新入会員寄付）

（ミリオンダラーミール）
（ゴルフ同好会より）
（ミリオンダラーミール）
（財団BOX）

（米山ミール）
（米山ランチ）
（米山BOXなど）
（米山BOX）
（新会員寄付）
（米山ランチ）
（ゴルフ同好会より）
（米山ランチ）

134,125円
250,000円
64,260円
150,000円
116,288円
8,822円

299,070円

（米山BOXなど）
（米山ランチ、米山BOXなど）
（米山ランチ）
（米山BOXなど）
（米山ランチ、米山BOXなど）
（米山BOXなど）
（米山ランチ、米山BOXなど）

鳥取北RC・・・・

鳥取西RC・・・・
米子RC・・・・・・
新見RC・・・・・・

岡山備南RC・・

鳥取北RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

入江容子、岡森　裕、笹野眞紀、霜村哲男、田邉賢二、
秦野諭示、本家勇子、松長政幸、道上正䂓、森下耀雄、
田中紀章、田村文男、坂根　徹
木原一志
稲田泰博
尾藤嘉記、信長　充、小林柾弘

特別寄付をいただいた法人

岡森　裕、笹野眞紀、秦野諭示、松長政幸、道上正䂓、
田中紀章、田村文男
稲田泰博
高田和宏、又賀航一
高橋　満
青木　茂、千々木弘道、藤井弘道、藤井良昭、
藤原英之、原　浩平、池田純士、石井祐輔、金原光広、
片岡良仁、片山辰彦、川井雅樹、川井眞治、河合恭廣、
北村博則、小塚一史、黒木立志、久津間茂明、
宮地俊則、宮本幸枝、森本允裕、森谷　彰、長尾知之、
中島武司、西野　昇、落合清三、小田春人、小田健司、
小田皓二、岡崎道三、大西正隆、佐藤政夫、佐藤典子、
佐藤利範、妹尾孝一、滝本　博、田中勝人、田中弘治、
妹尾喜美子、多月由佳、土肥三郎、坪井博行、
塚本佳道、筒井慎一、筒井保太、柳本哲史、勇木　健

鳥取北RC・・・・

米子RC・・・・・・
松江南RC・・・・
松江しんじ湖RC・・
井原RC・・・・・・

鳥取中央RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,459.13ドル 岡山東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 275.00ドル

メモリアル・コントリビューションへの寄付

米子RC・・・・・・・・・・・・
大田RC・・・・・・・・・・・・
井原RC・・・・・・・・・・・・
倉敷南RC・・・・・・・・・・

永東康文が、故父　永東芳郎のために
谷本隆臣が、故父　谷本経好のために
立石尚男が、故次男　立石　勝のために
藤木達夫が、故義父　藤木荘平のために

ポリオ・プラス へ の 寄 付

岡山東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
和氣　泉（岡山北RC）・・・・・・・・・・・・
岡山丸の内RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・

275.00ドル
62.50ドル
110.50ドル

倉敷瀬戸内RC・・・・・・・・・・・・・
岡山RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山北西RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山中央RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山北RC・・・・・・・・・・・・・・・・・

岡山備南RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山岡南RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山丸の内RC・・・・・・・・・・・・・
岡山西南RC・・・・・・・・・・・・・・・

（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミールその他）
（財団BOX）
（ミリオンダラーミール、
　新入会員寄付他）
（財団BOX）
（ミリオンダラーミール、財団BOX）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール、
財団BOX、新入会員寄付）

740.00ドル
937.50ドル
1,643.75ドル
876.03ドル
825.00ドル
574.53ドル

1,500.00ドル
1,504.58ドル
275.00ドル
3,947.88ドル

岡山東RC・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山旭川RC・・・・・・・・・・・・・・・
玉野RC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡山備南RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山岡南RC・・・・・・・・・・・・・・・
岡山丸の内RC・・・・・・・・・・・・・
岡山西南RC・・・・・・・・・・・・・・・

50,000円中央印刷株式会社

阿部寿満子、足立富郎、安藤道則、笛木久雄、
藤井孝洋、深田昭司、本郷　亮、犬飼泰介、犬飼仁志、
片山　誠、貝原千鶴、河口亮一、木下修二、河野一郎、
倉本琇介、黒川善和、黒﨑政彦、桑田裕行、三村明彦、
光亦　登、宗元圭二、森美智子、長尾一孝、難波昌洋、
岡　延之、恩田英宜、坂川陽子、髙戸賢一、手島俊彦、
上原和成、若林　学、山下一盛

倉敷南RC・・・・
津山中央RC・・

津山西RC・・・・
岡山備南RC・・

岡山城RC・・・・
岡山西南RC・・

武内一雄
阿形覚昇、有本　稔、有本次男、有宗博志、萩原一雄、
初川正子、廣野　學、亀川哲明、加藤圓真、國米一朗、
前原知明、中西寛治、野井新造、野村昌平、岡田敏文、
坂田英輝、鈴木浩三、只友　玕、田口太馬男
番原よし浩
阿部寿満子、笛木久雄、藤井孝洋、犬飼泰介、
犬飼仁志、片山　誠、河口亮一、木下修二、河野一郎、
倉本琇介、黒﨑政彦、桑田裕行、三村明彦、森美智子、
長尾一孝、難波昌洋、恩田英宜、髙戸賢一、手島俊彦、
上原和成、若林　学、山下一盛
津嶋　明
小林和義
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総社吉備路

高 梁

玉 島

計（8）

児 島

児 島 東

倉 敷

倉 敷 中 央

倉 敷 東

倉 敷 南

倉 敷 水 島

倉敷瀬戸内

計（8）

真 庭

美 作

津 山

津 山 中 央

津 山 西

計（5）

赤 磐

備 前

岡 山

岡 山 東

岡 山 北 西

岡山後楽園

計（6）

岡 山 旭 川

岡 山 中 央

岡 山 北

岡 山 南

玉 野

牛 窓

計（6）

岡 山 備 南

岡 山 城

岡 山 岡 南

岡山丸の内

岡 山 西

岡 山 西 南

計（6）

11

55

23

44

53

41

54

53

334

42

62

33

77

46

260

68

57

68

63

26

282

38

48

50

59

42

237

26

52

24

30

26

158

46

50

42

16

37

35

44

30

300

クラブ名

第
１
グ
ル
ー
プ

第
２
グ
ル
ー
プ

第
３
グ
ル
ー
プ

第
４
グ
ル
ー
プ

第
５
グ
ル
ー
プ

第
６
グ
ル
ー
プ

Make-up後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％）例会数

会　員　数

7月1日 6月末 内女性
会　員 増減

28

23

77

18

40

66

31

37

320

34

35

88

26

34

217

20

43

105

85

49

51

353

25

45

45

151

32

7

305

35

27

30

32

73

64

261

クラブ名

第
７
グ
ル
ー
プ

第
８
グ
ル
ー
プ

第
９
グ
ル
ー
プ

第
10
グ
ル
ー
プ

第
11
グ
ル
ー
プ

Make-up後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％）例会数

会　員　数

7月1日 6月末 内女性
会　員 増減

クラブ数
7月1日現在会員数
6月末日会員数
内　女性会員数
純増

6月出席率
Make-up後
ホームクラブ

67RC
3,027名
3,060名
153名
34名

87.00％
76.70 ％

地
区
ク
ラ
ブ
内
の
状
況

出 席 報 告（2012年６月）

80.36 

97.70 

88.41 

97.62 

100.00 

83.33 

78.71 

83.48 

88.70 

81.52 

78.71 

89.22 

84.43 

94.79 

85.73 

90.86 

93.49 

89.16 

94.03 

84.16 

90.34 

90.48 

79.50 

82.65 

96.72 

87.25 

87.32 

76.67 

94.59 

92.39 

88.33 

89.01 

88.20 

83.15 

91.43 

91.22 

82.61 

84.40 

89.78 

90.40 

90.80 

87.97 

82.42 

98.55 

97.93 

90.57 

96.95 

92.77 

79.63 

91.22 

91.26 

93.18 

90.23 

76.42 

78.00 

81.48 

83.86 

72.62 

77.73 

88.41 

92.33 

91.28 

86.36 

84.79 

79.46 

87.50 

80.66 

82.92 

80.00 

85.71 

82.71 

81.89 

89.72 

82.50 

76.52 

90.60 

81.85 

83.85 

71.43 

79.31 

65.22 

61.11 

86.82 

79.17 

72.77 

71.88 

73.46 

67.39 

50.20 

77.45 

68.47 

78.13 

68.33 

66.50 

82.63 

83.94 

79.60 

57.43 

74.02 

85.71 

72.50 

78.57 

81.48 

73.53 

78.36 

72.50 

76.47 

84.27 

67.52 

86.81 

77.51 

65.17 

89.14 

85.37 

78.26 

80.56 

87.59 

76.30 

86.21 

81.08 

71.43 

92.75 

85.95 

88.68 

89.63 

67.62 

69.44 

75.19 

80.09 

89.39 

88.72 

67.90 

76.77 

80.60 

80.68 

65.06 

72.57 

70.78 

89.20 

85.13 

80.91 

77.28 

69.64 

79.17 

69.61 

71.48 

72.35 

85.71 

74.66 

79.37 

82.08 

75.63 

66.67 

77.97 

74.19 

75.99 

4

3

3

3

4

3

4

4

4

4

3

4

4

3

3

4

3

4

3

4

4

4

3

4

4

4

4

4

4

4

5

3

3

4

4

3

3

3

3

3

4

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

4

4

5

4

4

4

4

4

4

5

12

56

22

41

56

41

53

54

335

41

60

33

83

50

267

66

57

63

66

27

279

36

48

47

59

42

232

29

56

22

27

23

157

47

51

40

23

38

31

45

30

305

31

22

82

17

41

65

27

34

319

34

36

88

26

32

216

21

64

108

85

50

54

382

28

43

43

157

34

7

312

34

26

29

33

77

57

256

1

3

2

2

3

0

6

0

17

0

2

1

5

1

9

0

0

4

10

0

14

1

1

3

6

1

12

0

1

2

1

3

7

4

0

1

1

7

1

3

1

18

0

0

0

3

4

5

0

3

15

0

1

3

3

4

11

0

7

0

0

4

0

11

1

4

0

13

0

0

18

4

3

3

2

6

3

21

1

1

-1

-3

3

0

-1

1

1

-1

-2

0

6

4

7

-2

0

-5

3

1

-3

-2

0

-3

0

0

-5

3

4

-2

-3

-3

-1

1

1

-2

7

1

-4

1

0

5

3

-1

5

-1

1

-1

-4

-3

-1

0

1

0

0

-2

-1

1

21

3

0

1

3

29

3

-1

-2

6

2

0

8

-1

-1

-1

1

4

-7

-5


